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錦中学校２年

錦中学校３年

＊２０１９年度の学年

＊２０１９年度の学年

錦中学校１年 ＊２０１９年度の学年

恒松　花歩　　「褒め言葉 必ずあるよあなたにも」
木下　優花　　「違う個性 認めてつながる心の輪」
溝辺　琥春　　「探してた その温かい手をありがとう」

つねまつ      か  ほ

きのした     ゆう か

 みぞ べ        こ はる

西小学校 ＊２０１９年度の学年

＊１２月、１月号で掲載しました西小学校３年～６年について、児童名と作品名が異なっておりましたので、
　改めて掲載させていただきます。誠に申し訳ございませんでした。

３年 犬童　暁仁　「いじめはね わるいことだよ やめようよ」
４年 東　　美空　「私も君も持っている命 それはすべて平等だ」
４年 和泉　千尋　「声かけは 大きな一歩 大事だよ」
５年 豊永　優吾　「つくりたい おもいやりのあるじだい」
５年 山本　昊生　「その言葉 言葉にする前 考えよう」
６年 宮田　幸来　「気づいてる 見過ごすあなたも いじめる子」
６年 黒木　夢菜　「失って 気づく 大切さ」

いんどう　　あきひと

ひがし　       み そら

 いずみ　     ち ひろ

とよなが　   ゆう ご

やまもと　   こうせい

みや た　　　さ  ら

くろ ぎ　　　ゆ  め

藤川　拓見　　「見て見ぬふり 自分もイジメの共犯者」
川原　美桜　　「右から見たら苦手な子 左から見たら
　　　　　　　　その人の良いとこ たくさん見えてきた」

又江原　瑠夏　「込み上げた涙と思い あなたの笑顔が救う鍵」
北坂　拓也　　「助け愛　認め合うのがワンチーム」
恒松　こころ　「大丈夫　ひとりじゃないよと声かけて 
　　　　　　　　そのひとことが明日への未来に」

ふじかわ     たく み

かわはら      み  お

また  えばら       る  な

きたさか     たく や

つねまつ

勘米良　和良　「大丈夫 私が絶対そばにいる」
平川　煌畝　　「認めあい 笑顔がステキな錦町」
間島　一葉　　「認め合い 手を取り合って支え合う」
土肥　千咲貴　「思いやり 助け合う気持ちでＯＮＥ ＴＥＡＭ」

かん  め   ら　     あ い ら

ひらかわ      こう せ

 ま しま      いち は

 ど   い         ち   さ   き
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人権尊重のまちづくり
　錦町人権教育推進協議会では、児童生徒と保護者が一緒に人権について話し考えるきっか
けづくりとして、毎年12月の人権週間にあわせて人権標語を募集しています。
今月は中学生の令和元年度錦町「家族で考える人権標語」優秀賞を紹介します。
人権意識の高揚を図り、人権教育について理解と人権問題に対する認識を深めましょう！



　
1
月
4
日
、
錦
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
の
た
め
、
当
日
は
、
来
場
者
全
員
の
検
温
、
消
毒
、
マ
ス

ク
着
用
な
ど
を
徹
底
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
と
換
気
の
た

め
、錦
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
暖
房
が
効
か
な
い
中
で
し
た
が
、

厳
か
で
、
華
や
か
な
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
成
人
の
門
出
を
迎
え
た
の
は
１
５
２
人
。
昨
年
よ
り
も
12
人
多

か
っ
た
も
の
の
、
出
席
者
は
１
１
１
人
で
昨
年
よ
り
も
12
人
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
都
市
圏
な
ど
か
ら
の
帰
郷
を
自
粛
し
、
出
席
を
断
念

し
た
方
々
も
含
ま
れ
、
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
一
生
に
一
度
し
か
な
い
大
切
な
行
事
に
も
影
を
落
と
し
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
森
本
完
一
町
長
が
式
辞
を
述
べ
「
皆
さ
ん
が
天
馬
空
を
行

く
ご
と
く
成
長
さ
れ
、
様
々
な
経
験
を
積
み
、
10
年
後
20
年
後
を
見
据
え
、

広
い
視
野
で
人
生
を
開
拓
し
て
ほ
し
い
。
思
い
や
り
と
感
謝
を
忘
れ
ず
に

い
て
ほ
し
い
」
と
新
成
人
へ
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
永
井
大
成
さ
ん
が
「
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
自
分
の
道
は
自
分

で
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
常
に
前
向
き
で
あ
り
た
い
。
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
錦
町
で
成
人
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
か
ら
、
全
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
新

規
感
染
者
数
が
急
増
。
県
内
の
警
戒
レ
ベ
ル
も
最
大
の

「
５
」
と
な
る
な
ど
、
年
末
年
始
の
移
動
自
粛
が
呼
び

か
け
ら
れ
る
中
で
、
錦
町
教
育
委
員
会
で
は
、
成
人
式

開
催
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　
県
内
は
も
と
よ
り
、
人
吉
球
磨
管
内
で
も
市
町
村
に

よ
っ
て
対
応
が
分
か
れ
ま
し
た
が
、
開
催
を
決
定
し
た

本
町
に
お
い
て
は
、
当
日
ま
で
の
14
日
間
分
の
健
康
観

察
・
検
温
記
録
表
を
事
前
配
付
。
出
席
者
に
提
出
を
協

力
い
た
だ
く
な
ど
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　
延
期
や
中
止
の
選
択
肢
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
生
に

一
度
の
晴
れ
の
日
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
ま
た
、
新

成
人
者
へ
希
望
の
光
を
灯
す
た
め
エ
ー
ル
を
送
り
、
前

途
洋
々
た
る
未
来
へ
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
こ
と
を
願

い
、
開
催
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
出
席
者
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
す
べ
て
の
方
々
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―コロナ禍の門出―　澄み渡る青空は、君たちへのエール！

令和３年　錦町成人式

成人者誓いの言葉
椎葉由蘭さん（西内門）

交通安全宣言
尾崎領哉さん（西下井手ノ口）

会場入口での検温恩師の先生方

成人者謝辞　
永井大成さん（木上平良）

記念品として贈呈される集合写真の目録を
受け取る岩尾萌衣さん（西下井手ノ口）

感染症対策のため、参列の保護者の方々は
2階席へ
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福山 大介 教育委員
３期目　
任 期　
R2.12.25～R6.12.24

穂積 景子 教育委員
２期目　
任 期　
R2.12.25～R6.12.24 

祝状を受け取られた上田さん（左から2番目）、右は息子さん夫婦

百歳の祝状贈呈
一武昭和　上田 サメ　さん

錦町教育委員会では２名の方が再任となりました。

梶原署長（左）と大瀬校長

人吉税務署長から感謝状
西小学校　継続的な租税教育実践

田山さん（左）と中村さん（右）

オリジナルＴシャツも届けられました

ポンプの操作説明を受ける団員ら

　
12
月
17
日
、
西
小
学
校
（
大

瀨
克
彦
校
長
）
に
対
し
、
人
吉

税
務
署
梶
原
忍
署
長
か
ら
感
謝

状
の
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
平
成
23
年
か
ら
毎

年
6
年
生
を
対
象
に
租
税
教
育

を
継
続
。
ま
た
「
税
に
関
す
る

作
品
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
も
多
数
応

募
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
取
り

組
み
、
学
校
全
体
で
租
税
教
育

を
実
践
。
今
回
は
、
そ
の
活
動

に
対
し
感
謝
状
の
贈
呈
と
な
り

ま
し
た
。
大
瀨
校
長
は
「
税
が

暮
ら
し
に
生
き
て
い
る
こ
と
を

子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
12
月
18
日
、
役
場
２
０
１
会
議
室
で
、
小
型
動

力
消
防
ポ
ン
プ
貸
与
式
が
行
わ
れ
、
最
新
型
の
消

防
ポ
ン
プ
（
ト
ー
ハ
ツ
Ｖ
Ｃ
６
２
Ｂ
Ｓ
型
）
が
2

分
団
1
部
（
沼
田
大
輔
部
長
＝
大
正
・
木
揚
・
今

山
地
区
）、
及
び
3
分
団
3
部
（
田
山
貴
史
部
長

＝
上
平
岩
・
下
平
岩
・
浜
川
・
東
方
地
区
）
に
貸

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
球
磨
川
水
系
防
災
・
減
災
ソ
フ
ト
対

策
事
業
を
活
用
し
た
取
り
組
み
で
、
錦
町
消
防
団

（
牟
田
弘
美
団
長
）
の
防
災
力
を
よ
り
高
め
る
も

の
で
す
。

　
貸
与
式
終
了
後
に
は
、
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ

の
操
作
説
明
が
行
わ
れ
、
各
団
員
は
真
剣
に
、
説

明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

錦町農業担い手支援給付金
計画承認通知書交付式

　
12
月
24
日
、錦
町
役
場
で
「
錦

町
農
業
担
い
手
支
援
給
付
金
の

計
画
承
認
通
知
書
交
付
式
」
が

開
催
さ
れ
、田
山
直
人
さ
ん
（
一

武
上
本
別
府
）、
中
村
穂
高
さ
ん

（
木
上
平
良
）
に
対
し
、
森
本
町

長
か
ら
計
画
承
認
通
知
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
本
給
付
金
は
、

認
定
農
業
者
を
目
指
し
就
農
し

た
者
に
対
し
て
、
就
農
日
か
ら

最
長
5
年
間
、
1
経
営
体
あ
た

り
最
大
75
万
円
／
年
が
給
付
さ

れ
ま
す
。
就
農
さ
れ
た
2
名
は
、

作
物
の
新
た
な
栽
培
方
法
の
検

討
に
よ
る
収
量
の
増
や
販
路
開

拓
に
よ
る
収
益
の
向
上
に
よ
り
、

経
営
を
発
展
さ
せ
た
い
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
年
も
一
武
駅
に
竹
原
郁
男
さ
ん
（
一
武

駅
通
り
）
の
手
づ
く
り
に
よ
る
門
松
を
見
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
「
今
回
は
特
別
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

た
」
と
話
す
竹
原
さ
ん
。
地
域
を
元
気
づ
け

た
い
。
く
ま
川
鉄
道
を
応
援
し
た
い
と
の
熱

い
気
持
ち
を
込
め
た
そ
う
で
す
。

　
令
和
2
年
7
月
豪
雨
か
ら
利
用
者
が
な
く

静
ま
り
返
っ
た
駅
に
も
、
お
正
月
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
貸
与
式

町
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　守
る
た
め
に

く
ま
川
鉄
道
復
旧
を
願
っ
て

一
武
駅
に
応
援
門
松

新
年

　初
打
ち
1
分
館
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
12
月
20
日
、
百
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
た
上
田
サ
メ
さ
ん

（
一
武
昭
和
）
へ
森
本
完
一
町

長
か
ら
百
歳
の
祝
状
等
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
お
話
を
伺
う
と
「
百
歳
と
言

わ
れ
て
も
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
病
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
体
調
も
良

く
食
事
も
お
い
し
く
召
し
上

が
っ
て
お
ら
れ
、
特
に
肉
料
理

が
好
物
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

毎
日
の
楽
し
み
は
新
聞
を
読
む

こ
と
と
、
散
歩
し
て
近
所
の
方

と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
家
の
こ
と
は
家
族
が

し
て
く
れ
ま
す
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
今
で
も
洗
濯
物
の
取
り

込
み
は
サ
メ
さ
ん
の
係
だ
そ
う

で
す
。

　
息
子
さ
ん
が
町
長
と
同
級
生

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
帰
り
際

に
「
完
ち
ゃ
ん
、
百
歳
の
私
が

言
う
の
も
変
で
す
が
、
体
に
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
優

し
い
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　　
サ
メ
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お

体
に
気
を
付
け
て
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
12
月
20
日
現
在
、
本
町
の
百

歳
以
上
は
7
人
で
す
。

　
1
月
6
日
、
1
分
館
公
民
館
前
広
場

で
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
初
打
ち
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
1
分
館
（
大

坂
間
弘
美
分
館
長
）
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
9
人
が
参
加
。
ボ
ー
ル

を
打
つ
軽
快
な
音
と
、
元
気
な
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
で
振
る
舞

わ
れ
る
ぜ
ん
ざ
い
も
、
み
な
さ
ん
の
プ

レ
ー
も
笑
顔
も
す
べ
て
が
熱
々
で
し
た
。

祝
Nishiki  Topics Nishiki  Topics

義援金　ありがとうございました。
　12月16日、球磨中央高校（廣瀬光昭校長）の地域未来探究科1年米岡
乃亜さん（一武西下原）と、情報処理科1年石田遙人さん（一武東下
原）が役場を訪れ、球磨中央百貨店（12月5～6日開催）の売り上げの
一部を充てた義援金を森本町長に届けられました。なお、同校は、人吉
球磨の被災6市町村へ同様の取り組みを行っています。

　12月16日、ルネサスエレクトロニクス(株)からルネサスグループ労
働組合連合会錦地区支部の吉村良樹支部長が役場を訪れ、組合員から
集められた義援金を町長に届けられました。（写真は吉村支部長
（左）と福永公輔 錦工場長）
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福山 大介 教育委員
３期目　
任 期　
R2.12.25～R6.12.24

穂積 景子 教育委員
２期目　
任 期　
R2.12.25～R6.12.24 

祝状を受け取られた上田さん（左から2番目）、右は息子さん夫婦

百歳の祝状贈呈
一武昭和　上田 サメ　さん

錦町教育委員会では２名の方が再任となりました。

梶原署長（左）と大瀬校長

人吉税務署長から感謝状
西小学校　継続的な租税教育実践

田山さん（左）と中村さん（右）

オリジナルＴシャツも届けられました

ポンプの操作説明を受ける団員ら

　
12
月
17
日
、
西
小
学
校
（
大

瀨
克
彦
校
長
）
に
対
し
、
人
吉

税
務
署
梶
原
忍
署
長
か
ら
感
謝

状
の
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
平
成
23
年
か
ら
毎

年
6
年
生
を
対
象
に
租
税
教
育

を
継
続
。
ま
た
「
税
に
関
す
る

作
品
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
も
多
数
応

募
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
取
り

組
み
、
学
校
全
体
で
租
税
教
育

を
実
践
。
今
回
は
、
そ
の
活
動

に
対
し
感
謝
状
の
贈
呈
と
な
り

ま
し
た
。
大
瀨
校
長
は
「
税
が

暮
ら
し
に
生
き
て
い
る
こ
と
を

子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
12
月
18
日
、
役
場
２
０
１
会
議
室
で
、
小
型
動

力
消
防
ポ
ン
プ
貸
与
式
が
行
わ
れ
、
最
新
型
の
消

防
ポ
ン
プ
（
ト
ー
ハ
ツ
Ｖ
Ｃ
６
２
Ｂ
Ｓ
型
）
が
2

分
団
1
部
（
沼
田
大
輔
部
長
＝
大
正
・
木
揚
・
今

山
地
区
）、
及
び
3
分
団
3
部
（
田
山
貴
史
部
長

＝
上
平
岩
・
下
平
岩
・
浜
川
・
東
方
地
区
）
に
貸

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
球
磨
川
水
系
防
災
・
減
災
ソ
フ
ト
対

策
事
業
を
活
用
し
た
取
り
組
み
で
、
錦
町
消
防
団

（
牟
田
弘
美
団
長
）
の
防
災
力
を
よ
り
高
め
る
も

の
で
す
。

　
貸
与
式
終
了
後
に
は
、
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ

の
操
作
説
明
が
行
わ
れ
、
各
団
員
は
真
剣
に
、
説

明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

錦町農業担い手支援給付金
計画承認通知書交付式

　
12
月
24
日
、錦
町
役
場
で
「
錦

町
農
業
担
い
手
支
援
給
付
金
の

計
画
承
認
通
知
書
交
付
式
」
が

開
催
さ
れ
、田
山
直
人
さ
ん
（
一

武
上
本
別
府
）、
中
村
穂
高
さ
ん

（
木
上
平
良
）
に
対
し
、
森
本
町

長
か
ら
計
画
承
認
通
知
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
本
給
付
金
は
、

認
定
農
業
者
を
目
指
し
就
農
し

た
者
に
対
し
て
、
就
農
日
か
ら

最
長
5
年
間
、
1
経
営
体
あ
た

り
最
大
75
万
円
／
年
が
給
付
さ

れ
ま
す
。
就
農
さ
れ
た
2
名
は
、

作
物
の
新
た
な
栽
培
方
法
の
検

討
に
よ
る
収
量
の
増
や
販
路
開

拓
に
よ
る
収
益
の
向
上
に
よ
り
、

経
営
を
発
展
さ
せ
た
い
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
年
も
一
武
駅
に
竹
原
郁
男
さ
ん
（
一
武

駅
通
り
）
の
手
づ
く
り
に
よ
る
門
松
を
見
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
「
今
回
は
特
別
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

た
」
と
話
す
竹
原
さ
ん
。
地
域
を
元
気
づ
け

た
い
。
く
ま
川
鉄
道
を
応
援
し
た
い
と
の
熱

い
気
持
ち
を
込
め
た
そ
う
で
す
。

　
令
和
2
年
7
月
豪
雨
か
ら
利
用
者
が
な
く

静
ま
り
返
っ
た
駅
に
も
、
お
正
月
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
貸
与
式

町
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　守
る
た
め
に

く
ま
川
鉄
道
復
旧
を
願
っ
て

一
武
駅
に
応
援
門
松

新
年

　初
打
ち
1
分
館
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
12
月
20
日
、
百
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
た
上
田
サ
メ
さ
ん

（
一
武
昭
和
）
へ
森
本
完
一
町

長
か
ら
百
歳
の
祝
状
等
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
お
話
を
伺
う
と
「
百
歳
と
言

わ
れ
て
も
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
病
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
体
調
も
良

く
食
事
も
お
い
し
く
召
し
上

が
っ
て
お
ら
れ
、
特
に
肉
料
理

が
好
物
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

毎
日
の
楽
し
み
は
新
聞
を
読
む

こ
と
と
、
散
歩
し
て
近
所
の
方

と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
家
の
こ
と
は
家
族
が

し
て
く
れ
ま
す
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
今
で
も
洗
濯
物
の
取
り

込
み
は
サ
メ
さ
ん
の
係
だ
そ
う

で
す
。

　
息
子
さ
ん
が
町
長
と
同
級
生

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
帰
り
際

に
「
完
ち
ゃ
ん
、
百
歳
の
私
が

言
う
の
も
変
で
す
が
、
体
に
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
優

し
い
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　　
サ
メ
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お

体
に
気
を
付
け
て
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
12
月
20
日
現
在
、
本
町
の
百

歳
以
上
は
7
人
で
す
。

　
1
月
6
日
、
1
分
館
公
民
館
前
広
場

で
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
初
打
ち
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
1
分
館
（
大

坂
間
弘
美
分
館
長
）
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
9
人
が
参
加
。
ボ
ー
ル

を
打
つ
軽
快
な
音
と
、
元
気
な
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
で
振
る
舞

わ
れ
る
ぜ
ん
ざ
い
も
、
み
な
さ
ん
の
プ

レ
ー
も
笑
顔
も
す
べ
て
が
熱
々
で
し
た
。

祝
Nishiki  Topics Nishiki  Topics

義援金　ありがとうございました。
　12月16日、球磨中央高校（廣瀬光昭校長）の地域未来探究科1年米岡
乃亜さん（一武西下原）と、情報処理科1年石田遙人さん（一武東下
原）が役場を訪れ、球磨中央百貨店（12月5～6日開催）の売り上げの
一部を充てた義援金を森本町長に届けられました。なお、同校は、人吉
球磨の被災6市町村へ同様の取り組みを行っています。

　12月16日、ルネサスエレクトロニクス(株)からルネサスグループ労
働組合連合会錦地区支部の吉村良樹支部長が役場を訪れ、組合員から
集められた義援金を町長に届けられました。（写真は吉村支部長
（左）と福永公輔 錦工場長）
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交際費執行状況表（12 月分）

錦町役場人事異動（1月1日付）
新所属等
農林振興課主幹兼農林振興係第2係長 税務課税務係第2係長今田　好昭

氏　名 旧所属等

  支払日　                     件　　　　名                               金　額 　  　　　　　 相 手 先
町 長 12月10日 香典　錦町スポーツ推進委員（父） 5,000円 久保田家

新型コロナウイルス感染防止を
　厳しい冬の寒に耐え、開花を始めた白梅にメジロの鳴く姿が見聞きされるようになりました。
2日は節分、3日は立春です。
　季節は、暖かい春を伴い廻り来、気分も何となくリズミカルに明るくなりますが、新型コロナ
ウイルスが邪魔をします。
　県知事は、先月14日から今月7日まで、県独自の緊急事態宣言を発令しています。人吉球磨地
域においても、誰もが、いつ、どこで、感染しても不思議でない状況にあり、コロナ禍からの脱
却は、まだまだ厳しいようです。大変ご迷惑を掛けますが、マスクや手洗いなど予防の徹底、不
要不急の外出や移動の自粛、特に午後8時以降の徹底をお願いします。生命が危ぶまれる緊急事
態を、町民お互いに協力し乗り切りましょう。
　また、感染者に対する誹謗中傷があっていますので、少しでも相手の立場に立ち人権を否定す
るような行為は、慎むようお願いします。
　なお、ワクチン接種は、国から詳細なスケジュールが未だ示されてありませんので、準備を進
め、決定され次第、実施していきます。

ハンコが不要に
　政府は、規制改革を通じ国民サービスを高めるため、行政が求める押印（ハンコ）をほとんど
無くし、オンライン化にしていきます。このことから本町では、既に法などに必要なしばりのあ
るものを除き、押印不要や署名との選択としております。さらに、見直しを進めてまいります。

町 長 の 声令和２年度　にしき活き活き大学

オカリナは、お腹の底から力まな
いで、包み込むように吹くことで
柔らかい音色を発します。その音
色は自分、そして周りの人をも癒
してくれます。習った童謡や唱歌
は家族やお友達にお披露目し、と
ても喜ばれています。

日本の伝統衣装である着物。自分
で着る自装、他人に着せる他装を
学んでいます。夏は浴衣、秋から
は基本的な「お太鼓結び」「文庫
結び」からアレンジした結び方ま
でいろいろな結びを教わっていま
す。各々持参した着物を鑑賞する
のも一つの楽しみです。

講座の中で参加者が最も多いパッ
チワークは、初心者～上級者がお
り、それぞれのペースで作成して
います。手と口を器用に動かしな
がら笑いあふれる賑やかな教室で
す。同じ材料でもキルトのパター
ンで全く違う雰囲気に個性がキラ
リと光ります。

自ら持参した野菜や花などのモ
チーフをしっかり観察しながら描
いていきます。優しく丁寧な指導
の下、『目に見えて上達してい
る』『年賀状や暑中お見舞いに活
用しています』と満足する声が多
くあります。

　７つの講座にのべ70人が参加している「にしき活き活き大学」。楽しみながら、自分のペースで腕
を磨き、仲間との交流を通して活き活きとした人生を過ごしています。あなたも参加しませんか？

問合せ　　教育振興課　☎ ３８－４４５０

　12月24日、町義援金・見舞金の交付式が役場で行われ、各地区の代表者
へ町長から目録が手渡されました。今回は、義援金総額868万5千円、見舞
金総額384万円が交付されました。
　なお、この見舞金は、これまで火災のみ対象としておりましたが、条例が
改正され水害も対象となり、新たに交付されることとなったものです。

※見舞金は、12月23日(水)・義援金は12月25日（金）に指定の口座に振り込みましたのでご確認ください。
※町義援金の申請期限は、令和3年3月31日(水)です。申請がお済みでない方は、お早めに申請をお願いします。

義援金・見舞金を交付しました。

〇「オカリナ」　高場 俊郎 先生　第３月曜日10時～ 青年会館

〇「きもの着付け」　今林 マツミ 先生　第３火曜日14時～ 農村婦人の家

〇「パッチワーク」　藤川 泰代 先生　第３木曜日10時～　青年会館

〇「絵手紙」　宮村 宏 先生　第４火曜日10時～　青年会館

問合せ　　出納室　　☎ ３８－１６３３
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交際費執行状況表（12 月分）

錦町役場人事異動（1月1日付）
新所属等
農林振興課主幹兼農林振興係第2係長 税務課税務係第2係長今田　好昭

氏　名 旧所属等

  支払日　                     件　　　　名                               金　額 　  　　　　　 相 手 先
町 長 12月10日 香典　錦町スポーツ推進委員（父） 5,000円 久保田家

新型コロナウイルス感染防止を
　厳しい冬の寒に耐え、開花を始めた白梅にメジロの鳴く姿が見聞きされるようになりました。
2日は節分、3日は立春です。
　季節は、暖かい春を伴い廻り来、気分も何となくリズミカルに明るくなりますが、新型コロナ
ウイルスが邪魔をします。
　県知事は、先月14日から今月7日まで、県独自の緊急事態宣言を発令しています。人吉球磨地
域においても、誰もが、いつ、どこで、感染しても不思議でない状況にあり、コロナ禍からの脱
却は、まだまだ厳しいようです。大変ご迷惑を掛けますが、マスクや手洗いなど予防の徹底、不
要不急の外出や移動の自粛、特に午後8時以降の徹底をお願いします。生命が危ぶまれる緊急事
態を、町民お互いに協力し乗り切りましょう。
　また、感染者に対する誹謗中傷があっていますので、少しでも相手の立場に立ち人権を否定す
るような行為は、慎むようお願いします。
　なお、ワクチン接種は、国から詳細なスケジュールが未だ示されてありませんので、準備を進
め、決定され次第、実施していきます。

ハンコが不要に
　政府は、規制改革を通じ国民サービスを高めるため、行政が求める押印（ハンコ）をほとんど
無くし、オンライン化にしていきます。このことから本町では、既に法などに必要なしばりのあ
るものを除き、押印不要や署名との選択としております。さらに、見直しを進めてまいります。

町 長 の 声令和２年度　にしき活き活き大学

オカリナは、お腹の底から力まな
いで、包み込むように吹くことで
柔らかい音色を発します。その音
色は自分、そして周りの人をも癒
してくれます。習った童謡や唱歌
は家族やお友達にお披露目し、と
ても喜ばれています。

日本の伝統衣装である着物。自分
で着る自装、他人に着せる他装を
学んでいます。夏は浴衣、秋から
は基本的な「お太鼓結び」「文庫
結び」からアレンジした結び方ま
でいろいろな結びを教わっていま
す。各々持参した着物を鑑賞する
のも一つの楽しみです。

講座の中で参加者が最も多いパッ
チワークは、初心者～上級者がお
り、それぞれのペースで作成して
います。手と口を器用に動かしな
がら笑いあふれる賑やかな教室で
す。同じ材料でもキルトのパター
ンで全く違う雰囲気に個性がキラ
リと光ります。

自ら持参した野菜や花などのモ
チーフをしっかり観察しながら描
いていきます。優しく丁寧な指導
の下、『目に見えて上達してい
る』『年賀状や暑中お見舞いに活
用しています』と満足する声が多
くあります。

　７つの講座にのべ70人が参加している「にしき活き活き大学」。楽しみながら、自分のペースで腕
を磨き、仲間との交流を通して活き活きとした人生を過ごしています。あなたも参加しませんか？

問合せ　　教育振興課　☎ ３８－４４５０

　12月24日、町義援金・見舞金の交付式が役場で行われ、各地区の代表者
へ町長から目録が手渡されました。今回は、義援金総額868万5千円、見舞
金総額384万円が交付されました。
　なお、この見舞金は、これまで火災のみ対象としておりましたが、条例が
改正され水害も対象となり、新たに交付されることとなったものです。

※見舞金は、12月23日(水)・義援金は12月25日（金）に指定の口座に振り込みましたのでご確認ください。
※町義援金の申請期限は、令和3年3月31日(水)です。申請がお済みでない方は、お早めに申請をお願いします。

義援金・見舞金を交付しました。

〇「オカリナ」　高場 俊郎 先生　第３月曜日10時～ 青年会館

〇「きもの着付け」　今林 マツミ 先生　第３火曜日14時～ 農村婦人の家

〇「パッチワーク」　藤川 泰代 先生　第３木曜日10時～　青年会館

〇「絵手紙」　宮村 宏 先生　第４火曜日10時～　青年会館

問合せ　　出納室　　☎ ３８－１６３３
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寒波による水道管凍結にご注意ください！！
　平成28年1月下旬の大寒波を覚えていますか？この大寒波により本町でも水道管の凍結・破
裂が相次ぎ、大量の漏水が発生しました。漏水時の修理費は個人負担となりますので、凍結防
止に心掛けましょう。

・気象情報はこまめにチェック
　寒くなるときは、前もってテレビやラジオ等の気象情報で注意を呼びかけています。
　また、気温が氷点下4℃以下になると水道管が凍結しやすくなります。屋外でむき出しに
なっている水道管などは特に注意が必要です。

・凍結を防止するために保温材で被い、濡れないようビニールテープ
　を巻きましょう。適宜、蛇口から細く水を出しましょう。

・給湯器にも注意！！
　給湯器は、内部に水を通す管があり、その管を温めてお湯にして必要な場所に給水していま
す。蛇口を止めても、給湯器内部や配管の中には水が残ります。この残った水が凍りついて給
湯器の内部を破損することがありますので、水抜きをされるかメーカーに凍結防止方法をお尋
ねください。

・水道管が凍結した場合、自然に氷が溶けるのを待つ。または、タオルを
　かけて、その上からゆっくりぬるま湯をかけてください。
　　※熱湯は破裂・ひび割れの原因となりますのでかけないでください！

・宅地内で漏水したとき
　水道メーターボックス内には家全体の止水栓があります。蛇口や水道管が破裂してしまった
ら、破裂箇所を確認し止水栓を閉めて水を止めてください。止水栓が見つからないときは、破
裂したところにタオルやテープなどをしっかり巻いて水が吹き出るのを防ぐなどの応急措置を
行ってください。
　破裂箇所の修繕は町指定の給水装置工事事業者へ依頼してください。指定の給水装置工事事
業者については、地域整備課（電話38-4418）へお問い合わせください。

ごみ搬入量について
人吉球磨クリーンプラザごみ搬入量推移

※資源物を除く
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209.6 215.6

問合せ　　住民福祉課　　☎ ３８－1112

乾電池の廃棄について
「水銀０使用」の表示があれば燃えない
ごみに！！
庁舎の有害ごみ
置場に持ち込ま
ないでください。

錦町のごみ搬入量は年々増加傾向にあります。ごみ減量化のた
め、プラスチック製容器包装・紙製容器包装の分別の徹底と
生ごみの水切り徹底にご協力をお願いします。

　昨年１年間（1月1日から12月31日まで）
の所得について町内３会場で申告相談を行い
ます。
   収支内訳書は税務課にありますので、各自
事前の準備をお願いします。
　今年度、新型コロナウイルス感染防止の
為、入場制限を行ない、申告相談を実施いた
しますので、お待たせする場合があります。

問合せ：税務課　　☎  3 8 ‒1114

会場 割り当て日

２月１６日（火）
２月１７日（水）
２月１８日（木）
２月１９日（金）
２月２２日（月）
２月２４日（水）
２月２５日（木）
２月２６日（金）
３月 １ 日（月）
３月 ２ 日（火）

午   前  　　午   後

錦
町
役
場
３
階
会
議
室      

木
上
コ
ミ
セ
ン

会場 割り当て日

３月 ３ 日（水）
３月 ４ 日（木）
３月 ５ 日（金）
３月 ８ 日（月）
３月 ９ 日（火）
３月１０日（水）
３月１１日（木）
３月１２日（金）
３月１５日（月）

午   前  午   後

西
コ
ミ
セ
ン

受付時間   午前：８時３０分～１１時　 午後：１時～5時

ご準備をお願いします 申告相談スタート

☆☆☆   所得税の申告(確定申告)が必要な方   ☆☆☆

《 申告相談会場割り当て日程表 》 

※新型コロナウイルス感染防止の為、入場制限を行ない、申告相談を実施いたします。
※感染防止対策としてマスクを着用のうえ、ご来場をお願いいたします。発熱等、体調不良の場合は、来場
　をお控えください。また、可能な限り、各分館割り当て日での来場をお願いいたします。
※申告相談期間中、町内において新型コロナウイルス感染が発生した場合は、申告相談の有無につきまして、
　あいねっと放送によりお知らせいたします。

　　　　　　　  【必要書類】
○源泉徴収票   ○収入金額や経費の明細など
○預金通帳　　○マイナンバーカードまたは通知カード
○身分証明書（運転免許証、健康保険証など）
○令和2年（2020年）中に支払った生命保険料控除証明書、
　地震保険料控除証明書、寄附金控除等の証明書

・昨年の所得の合計額が、基礎控除、配偶者控除、扶養控除などの所得控除の額を超える方
・サラリーマンで給与の年収が2,000万円を超える方
・２ヶ所以上から給与を受けている方
・所得(営業・農業・不動産・配当・年金等)があった方
・年末調整は済んでいるが、給与以外の所得がある方
・年金受給者の方で、扶養控除や社会保険料控除など控除を受ける方
・国民健康保険または後期高齢者医療保険に加入している方と、その世帯主
・退職などで年末調整が済んでいない方、または2ヶ所以上から給与を受けた方
    ※所得がない方でも、所得証明書が必要な方は申告する必要があります。
     ( 町営住宅入居の方、重度心身障がい者・ひとり親・自立支援医療費助成を受けられる方、
        障がい福祉サービス受給者証をお持ちの方など)

 ９分館    　１1分館
１0分館    　１２分館
１３分館    　１４分館
１５分館    　１６分館
１７分館     　フリー
１８分館    　１９分館
      　２０分館 
２１分館    　２3分館
      　２４分館
２2分館    ２５・26分館

１分館 
２分館
３分館
４分館 
５分館 
６分館
７分館 
８分館 
フリー
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寒波による水道管凍結にご注意ください！！
　平成28年1月下旬の大寒波を覚えていますか？この大寒波により本町でも水道管の凍結・破
裂が相次ぎ、大量の漏水が発生しました。漏水時の修理費は個人負担となりますので、凍結防
止に心掛けましょう。

・気象情報はこまめにチェック
　寒くなるときは、前もってテレビやラジオ等の気象情報で注意を呼びかけています。
　また、気温が氷点下4℃以下になると水道管が凍結しやすくなります。屋外でむき出しに
なっている水道管などは特に注意が必要です。

・凍結を防止するために保温材で被い、濡れないようビニールテープ
　を巻きましょう。適宜、蛇口から細く水を出しましょう。

・給湯器にも注意！！
　給湯器は、内部に水を通す管があり、その管を温めてお湯にして必要な場所に給水していま
す。蛇口を止めても、給湯器内部や配管の中には水が残ります。この残った水が凍りついて給
湯器の内部を破損することがありますので、水抜きをされるかメーカーに凍結防止方法をお尋
ねください。

・水道管が凍結した場合、自然に氷が溶けるのを待つ。または、タオルを
　かけて、その上からゆっくりぬるま湯をかけてください。
　　※熱湯は破裂・ひび割れの原因となりますのでかけないでください！

・宅地内で漏水したとき
　水道メーターボックス内には家全体の止水栓があります。蛇口や水道管が破裂してしまった
ら、破裂箇所を確認し止水栓を閉めて水を止めてください。止水栓が見つからないときは、破
裂したところにタオルやテープなどをしっかり巻いて水が吹き出るのを防ぐなどの応急措置を
行ってください。
　破裂箇所の修繕は町指定の給水装置工事事業者へ依頼してください。指定の給水装置工事事
業者については、地域整備課（電話38-4418）へお問い合わせください。

ごみ搬入量について
人吉球磨クリーンプラザごみ搬入量推移

※資源物を除く
250

240

220

200

180

160

140

120
12月10月 11月

単位：トン　
令和元年
令和 2年

232.7

200.0
186.2

236

209.6 215.6

問合せ　　住民福祉課　　☎ ３８－1112

乾電池の廃棄について
「水銀０使用」の表示があれば燃えない
ごみに！！
庁舎の有害ごみ
置場に持ち込ま
ないでください。

錦町のごみ搬入量は年々増加傾向にあります。ごみ減量化のた
め、プラスチック製容器包装・紙製容器包装の分別の徹底と
生ごみの水切り徹底にご協力をお願いします。
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　2011年4月から始まった「にっぽん縦断こころ旅」。2013年“秋の旅”の放送で、47都道府県
すべてを走破することができました。 
※３年間で47都道府県走破（旅人（俳優）の火野正平さんが訪ねた風景：３１２カ所） 
※2011年（プレを含む）～2020年秋の旅（予定）まで火野さんが訪れた風景：９８５カ所 
                                                                                            ※１回の放送で２カ所紹介有り 
※（月曜版（プレ放送の長崎県版・月曜朝版）を含む10年間で1690通以上のお手紙紹介）
　　　　旅の成功は、皆様から頂くお便り次第です。

お便り募集！！
　NHK-BSの番組で「こころの風景とエピソード」を
　募集しています。

移動やロケ現場につきましては「新型コロナウイルス感染症」防止に、細心の注意を払いながら進めます。
※「新型コロナウイルス感染症」の感染状況により番組ロケの順番、一時中断または中止を行う場合があります。
　上記状況に伴い、放送の順番・内容の変更等を行う場合があります。ご了承ください。

にっぽん縦断　こころ旅　2021春の旅　九州は長崎県から北海道へ！
こころに残る「何気ない風景」「思い出の風景」「忘れられない風景」「みんなに伝えたい風景」

「音の記憶と重なる情景」皆さまのこころの風景とエピソードをお待ちしています！ 

郵送によるご投稿は・・・
　〒150－8001　NHK「にっぽん縦断　こころ旅」　宛て
FAXによるご投稿は・・・
　FAX番号：03-3465-1327

締め切りは2月22日（月）
です。
火野正平さんが錦町に立
ち寄っていただくため、
皆さま、多数の応募をお
願いします。

　　問合せ　健康保険課　  ☎３８‒１１１3

　　問合せ　税務課　　  ☎３８‒１１１4

※納期限を過ぎると、コンビニ納付はできませんのでご注意ください！
※毎月の料金等についても、納め忘れがないようにお願いします。

２月は介護保険料（６期）の納期です！
納　期　限【３月　１日（月）】
口座振替日【２月２５日（木）】

「たばこ」と「バレイショ」を栽培される皆様へ
　～たばこ黄斑えそ病の発生防止に向けたご協力をお願いします～
　球磨地方たばこ振興連絡会議からのお願いです。
　近年、球磨地域のたばこでは、ジャガイモYウイルスによる「たばこ黄斑えそ病」が発生し
被害が大きくなっています。この病気はウイルスに感染したバレイショが伝染源で、アブラム
シを介してたばこに広がります。

【共通のお願い】
　１　バレイショとたばこの圃場は離しましょう
　　　バレイショとたばこの圃場が100ｍ以上離れると、アブラムシによる伝搬の危険性が
　　減ります。作付け圃場については、生産者同士で話し合って、なるべく離れるようにし
　　ましょう。
　２　アブラムシの防除はしっかり行いましょう
　　　アブラムシが盛んに活動する３月から４月が要注意です。他のウイルス病の予防のた
　　めにも、アブラムシを見つけたら早期に防除してください。
　３　バレイショ収穫後の圃場清掃や雑草対策をお忘れなく
　　　収穫後の残さや周辺雑草は、病害虫による被害を助長する恐れがあります。自分のた
　　め、周りのため、圃場管理は最後まで手を抜かずに行いましょう。

【バレイショ生産者へのお願い】
　１　種いもは市販のものを使用しましょう
　　　自家取りの種イモはウイルスに感染している可能性が高くなっています。バレイショ
　　を作られる場合は（家庭菜園でも）、安全性の高い市販の種イモを使用しましょう。

【たばこ生産者へのお願い】
　１　アブラムシ飛来対策を実施しましょう
　　　防虫ネットや、シルバーテープを設置し、アブラムシの飛来を防ぎましょう。
　２　罹病株は早期に処理しましょう
　　　罹病株は早期に根ごと抜き取り、焼却、埋却により二次感染を防止しましょう。

【マイナンバーカード休日窓口を開設します】

　令和2年7月豪雨による「罹災証明書」及び「被災証明書」の新規交付申請については、令和3年2月26日（金）をもっ
て受け付けを終了します。
　なお、「罹災証明書」及び「被災証明書」の再交付については、引き続き行いますので必要な場合は税務課窓口へお越し
ください。

　マイナンバーの受け取りは原則ご本人に来庁していただく必要がありますが、開庁日（平日の午前 8 時 30 分～
午後 5 時 15 分）の間に受け取りに来ることができない方のために、以下のとおり窓口を開設します。
マイナンバーカードの申請・受け取り、電子証明の更新を受け付けます。
　○開設場所：住民福祉課（役場１階）
　○開設日時：令和 3年 2月 20日（土）午前 8時 30分～午前 12時
　○問い合わせ先：０９６６－３８－１１１２
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　2011年4月から始まった「にっぽん縦断こころ旅」。2013年“秋の旅”の放送で、47都道府県
すべてを走破することができました。 
※３年間で47都道府県走破（旅人（俳優）の火野正平さんが訪ねた風景：３１２カ所） 
※2011年（プレを含む）～2020年秋の旅（予定）まで火野さんが訪れた風景：９８５カ所 
                                                                                            ※１回の放送で２カ所紹介有り 
※（月曜版（プレ放送の長崎県版・月曜朝版）を含む10年間で1690通以上のお手紙紹介）
　　　　旅の成功は、皆様から頂くお便り次第です。

お便り募集！！
　NHK-BSの番組で「こころの風景とエピソード」を
　募集しています。

移動やロケ現場につきましては「新型コロナウイルス感染症」防止に、細心の注意を払いながら進めます。
※「新型コロナウイルス感染症」の感染状況により番組ロケの順番、一時中断または中止を行う場合があります。
　上記状況に伴い、放送の順番・内容の変更等を行う場合があります。ご了承ください。

にっぽん縦断　こころ旅　2021春の旅　九州は長崎県から北海道へ！
こころに残る「何気ない風景」「思い出の風景」「忘れられない風景」「みんなに伝えたい風景」

「音の記憶と重なる情景」皆さまのこころの風景とエピソードをお待ちしています！ 

郵送によるご投稿は・・・
　〒150－8001　NHK「にっぽん縦断　こころ旅」　宛て
FAXによるご投稿は・・・
　FAX番号：03-3465-1327

締め切りは2月22日（月）
です。
火野正平さんが錦町に立
ち寄っていただくため、
皆さま、多数の応募をお
願いします。
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

錦
町
奨
学
金
貸
与
の

申
込
み
に
つ
い
て

　
錦
町
で
は
、
向
学
心
に
富
み
優

秀
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
な
学
生
に
対
し
て
、
学
資
を

貸
与
し
、
将
来
有
能
な
人
材
を
育

て
る
目
的
で
奨
学
金
貸
与
の
募
集

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　
申
込
み
に
必
要
な
書
類
等
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
又

は
、
教
育
振
興
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
疑
問
点
や
質
問
点
な
ど
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
教
育
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

資
格
：
3
年
以
上
錦
町
に
在
住
す

る
者
の
子
弟

貸
付
貸
与
者
数
：
若
干
名

申
込
期
間
：
3
月
1
日
（
月
）
〜

4
月
9
日
（
金
）

【
奨
学
金
貸
与
金
額
】

高
校
：
月
額
2
万
円

高
等
専
門
学
校
：
月
額
4
万
円

各
種
学
校
：
月
額
4
万
円

大
学
（
短
大
）
：
月
額
5
万
円

※
返
還
期
間
：
貸
与
年
数
の
3
倍

以
内
の
期
間

【
提
出
書
類
】

①
奨
学
生
願
書

②
家
族
状
況
調
書

③
奨
学
生
推
薦
書
（
学
校
独
自
の

　
推
薦
書
で
も
可
）

④
源
泉
徴
収
票
の
写
し（
確
定
申

　
告
書
又
は
青
色
申
告
書
の
写
し
）

⑤
納
税
証
明
書（
令
和
2
年
度
分
）

⑥
合
格
証
明
書
又
は
在
学
証
明
書

　
の
写
し

連
帯
保
証
人
：
2
名（
錦
町
在
住

者
）

問
＝
教
育
振
興
課
　学
校
教
育
係

☎
3
8
ー
4
4
5
0

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談

は
、
確
定
申
告
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
「
0
」
番
へ
！

　熊
本
国
税
局
で
は
、
1
月
14
日

（
木
）
か
ら
3
月
15
日
（
月
）
ま

で
の
間
、
所
得
税
、
消
費
税
及
び

贈
与
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
電

話
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
「
確

定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
し
て

い
た
だ
き
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て
「
0
」
番
を
選
択
し
た

後
、
ご
用
件
を
お
話
く
だ
さ
い
。

相
談
会
場
や
受
付
時
間
な
ど
の
お

問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
専
用
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
。
ま

た
、
お
問
合
せ
の
内
容
に
よ
っ
て

は
電
話
を
転
送
し
、
職
員
等
が
お

答
え
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
か
け
い
た
だ
く
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
、
つ
な
が
り
に
く

い
場
合
や
少
々
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
以
外
の
国
税

に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
は
、

「
熊
本
国
税
局
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
自

動
音
声
案
内
に
よ
り
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
「
1
」
番
を
選
択
し
て

い
た
だ
く
と
、
熊
本
国
税
局
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　
令
和
2
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間

は
、
2
月
16
日（
火
）
か
ら
3
月
15

日（
月
）
ま
で
、
令
和
2
年
1
月
1

日
か
ら
令
和
2
年
12
月
31
日
ま
で

の
課
税
期
間
に
お
け
る
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
期
間

は
、
1
月
4
日
（
月
）
か
ら
3
月
31

日
（
水
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
2
年
分
の
贈
与
税

の
申
告
期
間
は
、
2
月
1
日
（
月
）

か
ら
3
月
15
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
税
務
署
及
び
申
告
相
談
会
場
で

は
、
咳
・
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る

方
や
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、

来
署
（
場
）
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
来
署
（
場
）
さ
れ
る
皆
様

の
健
康
と
安
全
を
考
慮
し
、
職
員

の
手
洗
い
・
う
が
い
や
マ
ス
ク
着
用

な
ど
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。
来
署
（
場
）
さ
れ
る
皆
様

に
つ
い
て
も
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
、
感
染
予
防
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
2
年
分
の
申
告
相

談
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
混
雑
を
回
避
す
る
た

め
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

　
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
、
ご
自
宅
で
作
成

し
、e-T

ax

又
は
印
刷
し
て
郵
送

等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(https://w
w

w
.nta.go.jp/)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

ス
マ
ホ
で
申
告

　国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
（
以
下
「
ス
マ
ホ
等
」
と
い

い
ま
す
。
）
で
も
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
①
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」
と
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方

式
対
応
の
ス
マ
ホ
等
」
を
お
持
ち
の

方
、
②
事
前
に
税
務
署
で
職
員
と

対
面
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
っ
た

後
に
発
行
さ
れ
る
「
I
D
と
パ
ス

ワ
ー
ド
（
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

に
対
応
し
た
も
の
）
」
を
取
得
し
て

い
る
方
は
、
ス
マ
ホ
等
か
らe-Tax

で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、e-Tax

で
申
告
す
れ
ば
、

源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類
を

提
出
す
る
必
要
は
な
く
、
申
告
書

の
控
え
は
P
D
F
形
式
で
ス
マ
ホ

等
に
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(https://w
w

w
.nta.go.jp/)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

被
災
者
向
け
無
料
法
律
相
談
会

　令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
で
被

災
さ
れ
た
方
を
対
象
に
無
料
法
律

相
談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

豪
雨
災
害
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩

み
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

期
日
：
毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
）

※
3
月
23
日
ま
で
の
予
定

時
間
：
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

（
受
付
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

場
所
：
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

問
・
申
＝
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
　

☎
2
2
ー
2
1
1
1

（
内
線
1
2
1
5
・
1
2
1
6
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償
の

「
令
和
3
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
」
の
加
入
受
付
が
3
月
か
ら
開

始
さ
れ
ま
す
。

　
万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備

え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動

を
行
う
4
名
以
上
の
団
体
で
ご
加

入
に
な
れ
ま
す
。

　
加
入
団
体
で
の
活
動
中
お
よ
び

団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故
を

補
償
し
ま
す
。

　
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
保
険
で
す
。

　
掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

が
年
額
8
0
0
円
〜
、
高
校
生
以

上
に
つ
い
て
は
活
動
内
容
に
よ
っ

て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県

支
部

☎
0
9
6
ー
2
1
3
ー
9
0
1
5

ご
存
じ
で
す
か
？
喫
煙
ル
ー
ル

　
健
康
増
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
元
年
7
月
か
ら
病
院
や
行
政

庁
舎
な
ど
で
は
特
定
の
屋
外
喫
煙

場
所
を
除
い
て
敷
地
内
禁
煙
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
2
年
4

月
か
ら
は
、
飲
食
店
や
事
業
所
な

ど
で
も
喫
煙
室
を
除
い
て
屋
内
禁

煙
と
な
っ
て
い
ま
す
（
小
規
模
な

飲
食
店
で
は
喫
煙
で
き
る
店
舗
も

あ
り
ま
す
）
。
屋
外
な
ど
喫
煙
が

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
も
、

人
通
り
が
多
い
場
所
を
避
け
る
な

ど
周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
ま
し
ょ

う
。

問
＝
人
吉
保
健
所

☎
2
2
ー
3
1
0
7

労
使
紛
争
の
解
決
に
是
非

「
あ
っ
せ
ん
制
度
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解

雇
や
労
働
条
件
の
変
更
な
ど
、
労

働
者
と
事
業
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

自
分
た
ち
で
解
決
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
に
、
3
名
の
委
員
が
話

し
合
い
に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
手
続
き
は
簡
単
で
、
無
料

で
す
。
正
社
員
で
あ
る
か
否
か
は

問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
業
主
の

方
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
＝
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
7
5
3

お
う
ち
に
居
な
が
ら
文
化
・

芸
術
を
学
べ
ま
す
！

　
県
内
で
活
躍
す
る
各
ジ
ャ
ン
ル

の
先
生
が
、
レ
ク
チ
ャ
ー
動
画

（
初
級
〜
上
級
コ
ー
ス
）
を
配
信

中
。
こ
の
機
会
に
ご
自
宅
で
習
い

事
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

ジ
ャ
ン
ル
：
バ
レ
エ
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
フ
ラ
メ

ン
コ
、
日
本
画
、
書
道
、
日
本
舞

踊
、
吟
詠
、
剣
詩
舞
、
箏
、
民

謡
、
江
戸
小
唄
、
粘
土
ク
ラ
フ
ト

　
詳
し
く
は
、
ア
ー
ト
ラ
ー
ニ
ン

グ
　
熊
本   

で
検
索
！

問
＝
県
文
化
企
画
・
世
界
遺
産
推

進
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
1
5
4

　働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
表
計
算
の
基
礎
を
学
び
、
実
践

に
役
立
つ
、
働
く
人
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座
で
す
。

日
時
：
3
月
1
日（
月
）
〜
29
日

（
月
）
毎
週
月
曜
・
木
曜 

計
8
回

（
3
月
4
日
休
み
）
18
時
30
分
〜

20
時
30
分

受
講
料
：
8
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

込
み
）

場
所
：
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

H
P http://w

w
w

.hk-noukai-
center.com

/

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
　

☎
2
2
ー
2
4
7
5

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
つ
し
ろ
出
張
相
談
会

　
働
く
こ
と
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
無
料
に
て
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

対
象
：
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
求

職
中
の
方
、
ま
た
は
そ
の
ご
家
族

の
方

費
用
：
無
料

場
所
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨

日
程
：
2
月
12
日（
金
）
26
日

（
金
）
3
月
12
日（
金
）
26
日

（
金
）

時
間
：
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

そ
の
他
：
日
曜
・
月
曜
・
祝
日
は

定
休
日
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
防
止
の
た
め
、
状
況
に
よ
っ

て
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　
中
止
の
場
合
、
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ
に
て
お

電
話
、
ビ
デ
オ
通
話
に
て
ご
相
談

い
た
だ
け
ま
す
。

問
＝
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
つ
し
ろ

☎
0
9
6
5
ー
3
7
ー
8
7
3
9

6w
akasapo.yatushiro@

k
irari-co.info

必
ず
チ
ェッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、労
働
者
も

　
熊
本
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
熊
本
県
地
域
別
最
低
賃
金
】

○
熊
本
県
最
低
賃
金

時
間
額
：
7
9
3
円

【
熊
本
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃

金
】

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　
通
信
機
器
具
製
造
業

時
間
額
：
8
3
6
円

○
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、

　
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

　
関
製
造
業

時
間
額
：
8
8
8
円

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

時
間
額
：
7
9
6
円

※
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に

は
、
適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

☎
0
9
6
ー
3
5
5
ー
3
2
0
2

問
＝
労
働
基
準
監
督
署
　人
吉

☎
2
2
ー
5
1
5
1

簡
易
裁
判
所
で
民
事
ト
ラ
ブ
ル

解
決
　ー
4
つ
の
手
続
き
ー

　
簡
易
裁
判
所
は
、
最
も
ア
ク
セ

ス
し
や
す
く
、
全
国
に
4
3
8
庁

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
少
額
で
軽
微
な
紛
争
を
簡
易
・

迅
速
に
解
決
し
、
手
続
き
案
内

（
法
律
相
談
を
除
く
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
通
常
訴
訟
手
続
】

　
原
則
と
し
て
1
4
0
万
円
ま
で

の
請
求
に
つ
い
て
、
判
決
に
よ
る

終
局
的
な
解
決
を
図
る
手
続
で

す
。

【
少
額
訴
訟
手
続
】

　
60
万
円
ま
で
の
金
銭
の
請
求
に

限
り
、
原
則
と
し
て
1
回
の
審
理

で
終
了
す
る
訴
訟
手
続
で
す
。

【
民
事
調
停
手
続
】

　
調
停
委
員
会
が
、
当
事
者
双
方

の
言
い
分
を
聴
き
、
話
し
合
い
に

よ
る
円
満
な
解
決
を
図
る
手
続
で

す
。

【
支
払
督
促
手
続
】

　
金
銭
等
の
支
払
い
を
求
め
る
請

求
に
つ
い
て
、
裁
判
所
へ
出
頭
す

る
こ
と
な
く
、
書
類
の
審
査
の
み

で
、
迅
速
に
解
決
を
図
る
手
続
で

す
。

※
詳
し
く
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.courts.go.jp/

「
大
学
通
信
教
育
春
期
合
同

入
学
説
明
会
」
開
催

　
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
で

は
、
大
学
通
信
教
育
の
一
層
の
普
及

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
学

通
信
教
育
を
行
っ
て
い
る
大
学
、
大

学
院
、
短
期
大
学
に
よ
る
合
同
入

学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
：
2
月
21
日
（
日
）
11
時

か
ら
16
時
〔
事
前
予
約
制
・
入
場

無
料
〕

場
所
：
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
一
–
四
–
二
）

対
象
：
一
般
お
よ
び
高
校
生

内
容
：
各
大
学
、
大
学
院
、
短
期

大
学
別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
参
加
者
は
希
望
す
る
大
学
の

教
職
員
か
ら
講
義
内
容
・
学
習
方

法
・
受
講
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
直

接
相
談
を
受
け
る
。
参
加
者
に
は

大
学
通
信
教
育
の
概
要
、
学
習
方

法
、
開
設
学
科
一
覧
、
取
得
で
き
る

教
員
免
許
・
資
格
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
小
冊
子
『
大
学
通
信
教

育
ガ
イ
ド
』（
大
学
・
短
大
編
）
・

（
大
学
院
編
）
を
配
布
す
る
。

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
よ
り
、
合
同
入
学

説
明
会
の
開
催
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
最
新
情
報
は
、
当
協
会
の

W
E
B
サ
イ
ト
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
＝
公
益
財
団
法
人
　私
立
大
学

通
信
教
育
協
会

☎
0
3
ー
3
8
1
8
ー
3
8
7
0

c
0
3
ー
5
8
0
3
ー
9
9
3
9

http://w
w
w
.uce.or.jp/

情
報
の
広
場
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

錦
町
奨
学
金
貸
与
の

申
込
み
に
つ
い
て

　
錦
町
で
は
、
向
学
心
に
富
み
優

秀
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
な
学
生
に
対
し
て
、
学
資
を

貸
与
し
、
将
来
有
能
な
人
材
を
育

て
る
目
的
で
奨
学
金
貸
与
の
募
集

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　
申
込
み
に
必
要
な
書
類
等
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
又

は
、
教
育
振
興
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
疑
問
点
や
質
問
点
な
ど
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
教
育
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

資
格
：
3
年
以
上
錦
町
に
在
住
す

る
者
の
子
弟

貸
付
貸
与
者
数
：
若
干
名

申
込
期
間
：
3
月
1
日
（
月
）
〜

4
月
9
日
（
金
）

【
奨
学
金
貸
与
金
額
】

高
校
：
月
額
2
万
円

高
等
専
門
学
校
：
月
額
4
万
円

各
種
学
校
：
月
額
4
万
円

大
学
（
短
大
）
：
月
額
5
万
円

※
返
還
期
間
：
貸
与
年
数
の
3
倍

以
内
の
期
間

【
提
出
書
類
】

①
奨
学
生
願
書

②
家
族
状
況
調
書

③
奨
学
生
推
薦
書
（
学
校
独
自
の

　
推
薦
書
で
も
可
）

④
源
泉
徴
収
票
の
写
し（
確
定
申

　
告
書
又
は
青
色
申
告
書
の
写
し
）

⑤
納
税
証
明
書（
令
和
2
年
度
分
）

⑥
合
格
証
明
書
又
は
在
学
証
明
書

　
の
写
し

連
帯
保
証
人
：
2
名（
錦
町
在
住

者
）

問
＝
教
育
振
興
課
　学
校
教
育
係

☎
3
8
ー
4
4
5
0

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談

は
、
確
定
申
告
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
「
0
」
番
へ
！

　熊
本
国
税
局
で
は
、
1
月
14
日

（
木
）
か
ら
3
月
15
日
（
月
）
ま

で
の
間
、
所
得
税
、
消
費
税
及
び

贈
与
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
電

話
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
「
確

定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
し
て

い
た
だ
き
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て
「
0
」
番
を
選
択
し
た

後
、
ご
用
件
を
お
話
く
だ
さ
い
。

相
談
会
場
や
受
付
時
間
な
ど
の
お

問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
専
用
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
。
ま

た
、
お
問
合
せ
の
内
容
に
よ
っ
て

は
電
話
を
転
送
し
、
職
員
等
が
お

答
え
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
か
け
い
た
だ
く
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
、
つ
な
が
り
に
く

い
場
合
や
少
々
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
以
外
の
国
税

に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
は
、

「
熊
本
国
税
局
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
自

動
音
声
案
内
に
よ
り
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
「
1
」
番
を
選
択
し
て

い
た
だ
く
と
、
熊
本
国
税
局
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　
令
和
2
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間

は
、
2
月
16
日（
火
）
か
ら
3
月
15

日（
月
）
ま
で
、
令
和
2
年
1
月
1

日
か
ら
令
和
2
年
12
月
31
日
ま
で

の
課
税
期
間
に
お
け
る
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
期
間

は
、
1
月
4
日
（
月
）
か
ら
3
月
31

日
（
水
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
2
年
分
の
贈
与
税

の
申
告
期
間
は
、
2
月
1
日
（
月
）

か
ら
3
月
15
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
税
務
署
及
び
申
告
相
談
会
場
で

は
、
咳
・
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る

方
や
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、

来
署
（
場
）
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
来
署
（
場
）
さ
れ
る
皆
様

の
健
康
と
安
全
を
考
慮
し
、
職
員

の
手
洗
い
・
う
が
い
や
マ
ス
ク
着
用

な
ど
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。
来
署
（
場
）
さ
れ
る
皆
様

に
つ
い
て
も
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
、
感
染
予
防
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
2
年
分
の
申
告
相

談
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
混
雑
を
回
避
す
る
た

め
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

　
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
、
ご
自
宅
で
作
成

し
、e-T

ax

又
は
印
刷
し
て
郵
送

等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(https://w
w

w
.nta.go.jp/)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

ス
マ
ホ
で
申
告

　国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
（
以
下
「
ス
マ
ホ
等
」
と
い

い
ま
す
。
）
で
も
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
①
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」
と
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方

式
対
応
の
ス
マ
ホ
等
」
を
お
持
ち
の

方
、
②
事
前
に
税
務
署
で
職
員
と

対
面
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
っ
た

後
に
発
行
さ
れ
る
「
I
D
と
パ
ス

ワ
ー
ド
（
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

に
対
応
し
た
も
の
）
」
を
取
得
し
て

い
る
方
は
、
ス
マ
ホ
等
か
らe-Tax

で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、e-Tax

で
申
告
す
れ
ば
、

源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類
を

提
出
す
る
必
要
は
な
く
、
申
告
書

の
控
え
は
P
D
F
形
式
で
ス
マ
ホ

等
に
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(https://w
w

w
.nta.go.jp/)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

被
災
者
向
け
無
料
法
律
相
談
会

　令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
で
被

災
さ
れ
た
方
を
対
象
に
無
料
法
律

相
談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

豪
雨
災
害
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩

み
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

期
日
：
毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
）

※
3
月
23
日
ま
で
の
予
定

時
間
：
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

（
受
付
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

場
所
：
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

問
・
申
＝
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
　

☎
2
2
ー
2
1
1
1

（
内
線
1
2
1
5
・
1
2
1
6
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償
の

「
令
和
3
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
」
の
加
入
受
付
が
3
月
か
ら
開

始
さ
れ
ま
す
。

　
万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備

え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動

を
行
う
4
名
以
上
の
団
体
で
ご
加

入
に
な
れ
ま
す
。

　
加
入
団
体
で
の
活
動
中
お
よ
び

団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故
を

補
償
し
ま
す
。

　
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
保
険
で
す
。

　
掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

が
年
額
8
0
0
円
〜
、
高
校
生
以

上
に
つ
い
て
は
活
動
内
容
に
よ
っ

て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県

支
部

☎
0
9
6
ー
2
1
3
ー
9
0
1
5

ご
存
じ
で
す
か
？
喫
煙
ル
ー
ル

　
健
康
増
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
元
年
7
月
か
ら
病
院
や
行
政

庁
舎
な
ど
で
は
特
定
の
屋
外
喫
煙

場
所
を
除
い
て
敷
地
内
禁
煙
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
2
年
4

月
か
ら
は
、
飲
食
店
や
事
業
所
な

ど
で
も
喫
煙
室
を
除
い
て
屋
内
禁

煙
と
な
っ
て
い
ま
す
（
小
規
模
な

飲
食
店
で
は
喫
煙
で
き
る
店
舗
も

あ
り
ま
す
）
。
屋
外
な
ど
喫
煙
が

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
も
、

人
通
り
が
多
い
場
所
を
避
け
る
な

ど
周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
ま
し
ょ

う
。

問
＝
人
吉
保
健
所

☎
2
2
ー
3
1
0
7

労
使
紛
争
の
解
決
に
是
非

「
あ
っ
せ
ん
制
度
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解

雇
や
労
働
条
件
の
変
更
な
ど
、
労

働
者
と
事
業
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

自
分
た
ち
で
解
決
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
に
、
3
名
の
委
員
が
話

し
合
い
に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
手
続
き
は
簡
単
で
、
無
料

で
す
。
正
社
員
で
あ
る
か
否
か
は

問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
業
主
の

方
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
＝
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
7
5
3

お
う
ち
に
居
な
が
ら
文
化
・

芸
術
を
学
べ
ま
す
！

　
県
内
で
活
躍
す
る
各
ジ
ャ
ン
ル

の
先
生
が
、
レ
ク
チ
ャ
ー
動
画

（
初
級
〜
上
級
コ
ー
ス
）
を
配
信

中
。
こ
の
機
会
に
ご
自
宅
で
習
い

事
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

ジ
ャ
ン
ル
：
バ
レ
エ
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
フ
ラ
メ

ン
コ
、
日
本
画
、
書
道
、
日
本
舞

踊
、
吟
詠
、
剣
詩
舞
、
箏
、
民

謡
、
江
戸
小
唄
、
粘
土
ク
ラ
フ
ト

　
詳
し
く
は
、
ア
ー
ト
ラ
ー
ニ
ン

グ
　
熊
本   

で
検
索
！

問
＝
県
文
化
企
画
・
世
界
遺
産
推

進
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
1
5
4

　働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
表
計
算
の
基
礎
を
学
び
、
実
践

に
役
立
つ
、
働
く
人
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座
で
す
。

日
時
：
3
月
1
日（
月
）
〜
29
日

（
月
）
毎
週
月
曜
・
木
曜 

計
8
回

（
3
月
4
日
休
み
）
18
時
30
分
〜

20
時
30
分

受
講
料
：
8
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

込
み
）

場
所
：
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

H
P http://w

w
w

.hk-noukai-
center.com

/

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
　

☎
2
2
ー
2
4
7
5

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
つ
し
ろ
出
張
相
談
会

　
働
く
こ
と
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
無
料
に
て
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

対
象
：
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
求

職
中
の
方
、
ま
た
は
そ
の
ご
家
族

の
方

費
用
：
無
料

場
所
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨

日
程
：
2
月
12
日（
金
）
26
日

（
金
）
3
月
12
日（
金
）
26
日

（
金
）

時
間
：
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

そ
の
他
：
日
曜
・
月
曜
・
祝
日
は

定
休
日
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
防
止
の
た
め
、
状
況
に
よ
っ

て
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　
中
止
の
場
合
、
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ
に
て
お

電
話
、
ビ
デ
オ
通
話
に
て
ご
相
談

い
た
だ
け
ま
す
。

問
＝
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
つ
し
ろ

☎
0
9
6
5
ー
3
7
ー
8
7
3
9

6w
akasapo.yatushiro@

k
irari-co.info

必
ず
チ
ェッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、労
働
者
も

　
熊
本
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
熊
本
県
地
域
別
最
低
賃
金
】

○
熊
本
県
最
低
賃
金

時
間
額
：
7
9
3
円

【
熊
本
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃

金
】

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　
通
信
機
器
具
製
造
業

時
間
額
：
8
3
6
円

○
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、

　
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

　
関
製
造
業

時
間
額
：
8
8
8
円

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

時
間
額
：
7
9
6
円

※
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に

は
、
適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

☎
0
9
6
ー
3
5
5
ー
3
2
0
2

問
＝
労
働
基
準
監
督
署
　人
吉

☎
2
2
ー
5
1
5
1

簡
易
裁
判
所
で
民
事
ト
ラ
ブ
ル

解
決
　ー
4
つ
の
手
続
き
ー

　
簡
易
裁
判
所
は
、
最
も
ア
ク
セ

ス
し
や
す
く
、
全
国
に
4
3
8
庁

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
少
額
で
軽
微
な
紛
争
を
簡
易
・

迅
速
に
解
決
し
、
手
続
き
案
内

（
法
律
相
談
を
除
く
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
通
常
訴
訟
手
続
】

　
原
則
と
し
て
1
4
0
万
円
ま
で

の
請
求
に
つ
い
て
、
判
決
に
よ
る

終
局
的
な
解
決
を
図
る
手
続
で

す
。

【
少
額
訴
訟
手
続
】

　
60
万
円
ま
で
の
金
銭
の
請
求
に

限
り
、
原
則
と
し
て
1
回
の
審
理

で
終
了
す
る
訴
訟
手
続
で
す
。

【
民
事
調
停
手
続
】

　
調
停
委
員
会
が
、
当
事
者
双
方

の
言
い
分
を
聴
き
、
話
し
合
い
に

よ
る
円
満
な
解
決
を
図
る
手
続
で

す
。

【
支
払
督
促
手
続
】

　
金
銭
等
の
支
払
い
を
求
め
る
請

求
に
つ
い
て
、
裁
判
所
へ
出
頭
す

る
こ
と
な
く
、
書
類
の
審
査
の
み

で
、
迅
速
に
解
決
を
図
る
手
続
で

す
。

※
詳
し
く
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.courts.go.jp/

「
大
学
通
信
教
育
春
期
合
同

入
学
説
明
会
」
開
催

　
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
で

は
、
大
学
通
信
教
育
の
一
層
の
普
及

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
学

通
信
教
育
を
行
っ
て
い
る
大
学
、
大

学
院
、
短
期
大
学
に
よ
る
合
同
入

学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
：
2
月
21
日
（
日
）
11
時

か
ら
16
時
〔
事
前
予
約
制
・
入
場

無
料
〕

場
所
：
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
一
–
四
–
二
）

対
象
：
一
般
お
よ
び
高
校
生

内
容
：
各
大
学
、
大
学
院
、
短
期

大
学
別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
参
加
者
は
希
望
す
る
大
学
の

教
職
員
か
ら
講
義
内
容
・
学
習
方

法
・
受
講
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
直

接
相
談
を
受
け
る
。
参
加
者
に
は

大
学
通
信
教
育
の
概
要
、
学
習
方

法
、
開
設
学
科
一
覧
、
取
得
で
き
る

教
員
免
許
・
資
格
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
小
冊
子
『
大
学
通
信
教

育
ガ
イ
ド
』（
大
学
・
短
大
編
）
・

（
大
学
院
編
）
を
配
布
す
る
。

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
よ
り
、
合
同
入
学

説
明
会
の
開
催
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
最
新
情
報
は
、
当
協
会
の

W
E
B
サ
イ
ト
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
＝
公
益
財
団
法
人
　私
立
大
学

通
信
教
育
協
会

☎
0
3
ー
3
8
1
8
ー
3
8
7
0

c
0
3
ー
5
8
0
3
ー
9
9
3
9

http://w
w
w
.uce.or.jp/
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錦
町
奨
学
金
貸
与
の

申
込
み
に
つ
い
て

　
錦
町
で
は
、
向
学
心
に
富
み
優

秀
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
な
学
生
に
対
し
て
、
学
資
を

貸
与
し
、
将
来
有
能
な
人
材
を
育

て
る
目
的
で
奨
学
金
貸
与
の
募
集

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　
申
込
み
に
必
要
な
書
類
等
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
又

は
、
教
育
振
興
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
疑
問
点
や
質
問
点
な
ど
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
教
育
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

資
格
：
3
年
以
上
錦
町
に
在
住
す

る
者
の
子
弟

貸
付
貸
与
者
数
：
若
干
名

申
込
期
間
：
3
月
1
日
（
月
）
〜

4
月
9
日
（
金
）

【
奨
学
金
貸
与
金
額
】

高
校
：
月
額
2
万
円

高
等
専
門
学
校
：
月
額
4
万
円

各
種
学
校
：
月
額
4
万
円

大
学
（
短
大
）
：
月
額
5
万
円

※
返
還
期
間
：
貸
与
年
数
の
3
倍

以
内
の
期
間

【
提
出
書
類
】

①
奨
学
生
願
書

②
家
族
状
況
調
書

③
奨
学
生
推
薦
書
（
学
校
独
自
の

　
推
薦
書
で
も
可
）

④
源
泉
徴
収
票
の
写
し（
確
定
申

　
告
書
又
は
青
色
申
告
書
の
写
し
）

⑤
納
税
証
明
書（
令
和
2
年
度
分
）

⑥
合
格
証
明
書
又
は
在
学
証
明
書

　
の
写
し

連
帯
保
証
人
：
2
名（
錦
町
在
住

者
）

問
＝
教
育
振
興
課
　学
校
教
育
係

☎
3
8
ー
4
4
5
0

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談

は
、
確
定
申
告
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
「
0
」
番
へ
！

　熊
本
国
税
局
で
は
、
1
月
14
日

（
木
）
か
ら
3
月
15
日
（
月
）
ま

で
の
間
、
所
得
税
、
消
費
税
及
び

贈
与
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
電

話
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
「
確

定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
し
て

い
た
だ
き
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て
「
0
」
番
を
選
択
し
た

後
、
ご
用
件
を
お
話
く
だ
さ
い
。

相
談
会
場
や
受
付
時
間
な
ど
の
お

問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
専
用
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
。
ま

た
、
お
問
合
せ
の
内
容
に
よ
っ
て

は
電
話
を
転
送
し
、
職
員
等
が
お

答
え
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
か
け
い
た
だ
く
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
、
つ
な
が
り
に
く

い
場
合
や
少
々
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
以
外
の
国
税

に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
は
、

「
熊
本
国
税
局
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
自

動
音
声
案
内
に
よ
り
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
「
1
」
番
を
選
択
し
て

い
た
だ
く
と
、
熊
本
国
税
局
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　
令
和
2
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間

は
、
2
月
16
日（
火
）
か
ら
3
月
15

日（
月
）
ま
で
、
令
和
2
年
1
月
1

日
か
ら
令
和
2
年
12
月
31
日
ま
で

の
課
税
期
間
に
お
け
る
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
期
間

は
、
1
月
4
日
（
月
）
か
ら
3
月
31

日
（
水
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
2
年
分
の
贈
与
税

の
申
告
期
間
は
、
2
月
1
日
（
月
）

か
ら
3
月
15
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
税
務
署
及
び
申
告
相
談
会
場
で

は
、
咳
・
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る

方
や
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、

来
署
（
場
）
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
来
署
（
場
）
さ
れ
る
皆
様

の
健
康
と
安
全
を
考
慮
し
、
職
員

の
手
洗
い
・
う
が
い
や
マ
ス
ク
着
用

な
ど
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。
来
署
（
場
）
さ
れ
る
皆
様

に
つ
い
て
も
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
、
感
染
予
防
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
2
年
分
の
申
告
相

談
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
混
雑
を
回
避
す
る
た

め
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

　
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
、
ご
自
宅
で
作
成

し
、e-T

ax

又
は
印
刷
し
て
郵
送

等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(https://w
w

w
.nta.go.jp/)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

ス
マ
ホ
で
申
告

　国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
（
以
下
「
ス
マ
ホ
等
」
と
い

い
ま
す
。
）
で
も
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
①
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」
と
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方

式
対
応
の
ス
マ
ホ
等
」
を
お
持
ち
の

方
、
②
事
前
に
税
務
署
で
職
員
と

対
面
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
っ
た

後
に
発
行
さ
れ
る
「
I
D
と
パ
ス

ワ
ー
ド
（
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

に
対
応
し
た
も
の
）
」
を
取
得
し
て

い
る
方
は
、
ス
マ
ホ
等
か
らe-Tax

で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、e-Tax

で
申
告
す
れ
ば
、

源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類
を

提
出
す
る
必
要
は
な
く
、
申
告
書

の
控
え
は
P
D
F
形
式
で
ス
マ
ホ

等
に
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(https://w
w

w
.nta.go.jp/)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

被
災
者
向
け
無
料
法
律
相
談
会

　令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
で
被

災
さ
れ
た
方
を
対
象
に
無
料
法
律

相
談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

豪
雨
災
害
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩

み
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

期
日
：
毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
）

※
3
月
23
日
ま
で
の
予
定

時
間
：
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

（
受
付
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

場
所
：
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

問
・
申
＝
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
　

☎
2
2
ー
2
1
1
1

（
内
線
1
2
1
5
・
1
2
1
6
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償
の

「
令
和
3
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
」
の
加
入
受
付
が
3
月
か
ら
開

始
さ
れ
ま
す
。

　
万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備

え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動

を
行
う
4
名
以
上
の
団
体
で
ご
加

入
に
な
れ
ま
す
。

　
加
入
団
体
で
の
活
動
中
お
よ
び

団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故
を

補
償
し
ま
す
。

　
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
保
険
で
す
。

　
掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

が
年
額
8
0
0
円
〜
、
高
校
生
以

上
に
つ
い
て
は
活
動
内
容
に
よ
っ

て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県

支
部

☎
0
9
6
ー
2
1
3
ー
9
0
1
5

ご
存
じ
で
す
か
？
喫
煙
ル
ー
ル

　
健
康
増
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
元
年
7
月
か
ら
病
院
や
行
政

庁
舎
な
ど
で
は
特
定
の
屋
外
喫
煙

場
所
を
除
い
て
敷
地
内
禁
煙
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
2
年
4

月
か
ら
は
、
飲
食
店
や
事
業
所
な

ど
で
も
喫
煙
室
を
除
い
て
屋
内
禁

煙
と
な
っ
て
い
ま
す
（
小
規
模
な

飲
食
店
で
は
喫
煙
で
き
る
店
舗
も

あ
り
ま
す
）
。
屋
外
な
ど
喫
煙
が

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
も
、

人
通
り
が
多
い
場
所
を
避
け
る
な

ど
周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
ま
し
ょ

う
。

問
＝
人
吉
保
健
所

☎
2
2
ー
3
1
0
7

労
使
紛
争
の
解
決
に
是
非

「
あ
っ
せ
ん
制
度
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解

雇
や
労
働
条
件
の
変
更
な
ど
、
労

働
者
と
事
業
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

自
分
た
ち
で
解
決
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
に
、
3
名
の
委
員
が
話

し
合
い
に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
手
続
き
は
簡
単
で
、
無
料

で
す
。
正
社
員
で
あ
る
か
否
か
は

問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
業
主
の

方
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
＝
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
7
5
3

お
う
ち
に
居
な
が
ら
文
化
・

芸
術
を
学
べ
ま
す
！

　
県
内
で
活
躍
す
る
各
ジ
ャ
ン
ル

の
先
生
が
、
レ
ク
チ
ャ
ー
動
画

（
初
級
〜
上
級
コ
ー
ス
）
を
配
信

中
。
こ
の
機
会
に
ご
自
宅
で
習
い

事
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

ジ
ャ
ン
ル
：
バ
レ
エ
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
フ
ラ
メ

ン
コ
、
日
本
画
、
書
道
、
日
本
舞

踊
、
吟
詠
、
剣
詩
舞
、
箏
、
民

謡
、
江
戸
小
唄
、
粘
土
ク
ラ
フ
ト

　
詳
し
く
は
、
ア
ー
ト
ラ
ー
ニ
ン

グ
　
熊
本   

で
検
索
！

問
＝
県
文
化
企
画
・
世
界
遺
産
推

進
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
1
5
4

　働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
表
計
算
の
基
礎
を
学
び
、
実
践

に
役
立
つ
、
働
く
人
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座
で
す
。

日
時
：
3
月
1
日（
月
）
〜
29
日

（
月
）
毎
週
月
曜
・
木
曜 

計
8
回

（
3
月
4
日
休
み
）
18
時
30
分
〜

20
時
30
分

受
講
料
：
8
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

込
み
）

場
所
：
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

H
P http://w

w
w

.hk-noukai-
center.com

/

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
　

☎
2
2
ー
2
4
7
5

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
つ
し
ろ
出
張
相
談
会

　
働
く
こ
と
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
無
料
に
て
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

対
象
：
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
求

職
中
の
方
、
ま
た
は
そ
の
ご
家
族

の
方

費
用
：
無
料

場
所
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨

日
程
：
2
月
12
日（
金
）
26
日

（
金
）
3
月
12
日（
金
）
26
日

（
金
）

時
間
：
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

そ
の
他
：
日
曜
・
月
曜
・
祝
日
は

定
休
日
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
防
止
の
た
め
、
状
況
に
よ
っ

て
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　
中
止
の
場
合
、
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ
に
て
お

電
話
、
ビ
デ
オ
通
話
に
て
ご
相
談

い
た
だ
け
ま
す
。

問
＝
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
つ
し
ろ

☎
0
9
6
5
ー
3
7
ー
8
7
3
9

6w
akasapo.yatushiro@

k
irari-co.info

必
ず
チ
ェッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、労
働
者
も

　
熊
本
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
熊
本
県
地
域
別
最
低
賃
金
】

○
熊
本
県
最
低
賃
金

時
間
額
：
7
9
3
円

【
熊
本
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃

金
】

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　
通
信
機
器
具
製
造
業

時
間
額
：
8
3
6
円

○
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、

　
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

　
関
製
造
業

時
間
額
：
8
8
8
円

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

時
間
額
：
7
9
6
円

※
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に

は
、
適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

☎
0
9
6
ー
3
5
5
ー
3
2
0
2

問
＝
労
働
基
準
監
督
署
　人
吉

☎
2
2
ー
5
1
5
1

簡
易
裁
判
所
で
民
事
ト
ラ
ブ
ル

解
決
　ー
4
つ
の
手
続
き
ー

　
簡
易
裁
判
所
は
、
最
も
ア
ク
セ

ス
し
や
す
く
、
全
国
に
4
3
8
庁

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
少
額
で
軽
微
な
紛
争
を
簡
易
・

迅
速
に
解
決
し
、
手
続
き
案
内

（
法
律
相
談
を
除
く
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
通
常
訴
訟
手
続
】

　
原
則
と
し
て
1
4
0
万
円
ま
で

の
請
求
に
つ
い
て
、
判
決
に
よ
る

終
局
的
な
解
決
を
図
る
手
続
で

す
。

【
少
額
訴
訟
手
続
】

　
60
万
円
ま
で
の
金
銭
の
請
求
に

限
り
、
原
則
と
し
て
1
回
の
審
理

で
終
了
す
る
訴
訟
手
続
で
す
。

【
民
事
調
停
手
続
】

　
調
停
委
員
会
が
、
当
事
者
双
方

の
言
い
分
を
聴
き
、
話
し
合
い
に

よ
る
円
満
な
解
決
を
図
る
手
続
で

す
。

【
支
払
督
促
手
続
】

　
金
銭
等
の
支
払
い
を
求
め
る
請

求
に
つ
い
て
、
裁
判
所
へ
出
頭
す

る
こ
と
な
く
、
書
類
の
審
査
の
み

で
、
迅
速
に
解
決
を
図
る
手
続
で

す
。

※
詳
し
く
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.courts.go.jp/

「
大
学
通
信
教
育
春
期
合
同

入
学
説
明
会
」
開
催

　
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
で

は
、
大
学
通
信
教
育
の
一
層
の
普
及

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
学

通
信
教
育
を
行
っ
て
い
る
大
学
、
大

学
院
、
短
期
大
学
に
よ
る
合
同
入

学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
：
2
月
21
日
（
日
）
11
時

か
ら
16
時
〔
事
前
予
約
制
・
入
場

無
料
〕

場
所
：
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
一
–
四
–
二
）

対
象
：
一
般
お
よ
び
高
校
生

内
容
：
各
大
学
、
大
学
院
、
短
期

大
学
別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
参
加
者
は
希
望
す
る
大
学
の

教
職
員
か
ら
講
義
内
容
・
学
習
方

法
・
受
講
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
直

接
相
談
を
受
け
る
。
参
加
者
に
は

大
学
通
信
教
育
の
概
要
、
学
習
方

法
、
開
設
学
科
一
覧
、
取
得
で
き
る

教
員
免
許
・
資
格
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
小
冊
子
『
大
学
通
信
教

育
ガ
イ
ド
』（
大
学
・
短
大
編
）
・

（
大
学
院
編
）
を
配
布
す
る
。

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
よ
り
、
合
同
入
学

説
明
会
の
開
催
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
最
新
情
報
は
、
当
協
会
の

W
E
B
サ
イ
ト
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
＝
公
益
財
団
法
人
　私
立
大
学

通
信
教
育
協
会

☎
0
3
ー
3
8
1
8
ー
3
8
7
0

c
0
3
ー
5
8
0
3
ー
9
9
3
9

http://w
w
w
.uce.or.jp/

小学生のお子様を持つご家庭は必見
親子プログラミング体験教室を行います

応募・問合せ　企画観光課　☎  3 8 - 4 419

令和3年
2月・3月
開催予定　錦町では、将来のIT人材育成と2020年度の小学校プログラミング教育の導入

を受け、親子プログラミング体験教室を開催します。ゲームプログラミングの
「micro:bit」を使った親子で体験できる授業ですので、低学年生から参加でき
ます。初めての方やご興味のある方、お子様と一緒に参加してみませんか？ 

対 象 者　町内小学校児童とその保護者（1教室 10組限定✖4教室）
場　　所　錦町サテライトオフィス（錦町就業センター２階）
日　　時　2月28日（日）・3月7日（日）
　　　　　10：00～：12：00・13：00〜15：00
　　　　　※全4回のうち1回に参加できます。
応募締切　2月19日（金）　先着順です。（定数になり次第、締切となります。）

授 業 料　無料

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

健康保険課からのおしらせ
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため６つの事業を休止しています。
① 太極拳教室　　　　　（毎週　月曜日）　② お茶処「和み」（毎週　火曜日）
③ あったかサークル心結（毎週　水曜日）　④ 歌声サロン　　（第４　月曜日）
⑤ 元気が出る学校　（毎週　火・金曜日）　⑥ 元気クラブ　　（第４　木曜日）
※再開時にはあいねっと放送にて連絡します。
問合せ　錦町地域包括支援センター（健康保険課内）　☎３８－４０２０
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錦
町
奨
学
金
貸
与
の

申
込
み
に
つ
い
て

　
錦
町
で
は
、
向
学
心
に
富
み
優

秀
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
な
学
生
に
対
し
て
、
学
資
を

貸
与
し
、
将
来
有
能
な
人
材
を
育

て
る
目
的
で
奨
学
金
貸
与
の
募
集

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　
申
込
み
に
必
要
な
書
類
等
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
又

は
、
教
育
振
興
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
疑
問
点
や
質
問
点
な
ど
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
教
育
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

資
格
：
3
年
以
上
錦
町
に
在
住
す

る
者
の
子
弟

貸
付
貸
与
者
数
：
若
干
名

申
込
期
間
：
3
月
1
日
（
月
）
〜

4
月
9
日
（
金
）

【
奨
学
金
貸
与
金
額
】

高
校
：
月
額
2
万
円

高
等
専
門
学
校
：
月
額
4
万
円

各
種
学
校
：
月
額
4
万
円

大
学
（
短
大
）
：
月
額
5
万
円

※
返
還
期
間
：
貸
与
年
数
の
3
倍

以
内
の
期
間

【
提
出
書
類
】

①
奨
学
生
願
書

②
家
族
状
況
調
書

③
奨
学
生
推
薦
書
（
学
校
独
自
の

　
推
薦
書
で
も
可
）

④
源
泉
徴
収
票
の
写
し（
確
定
申

　
告
書
又
は
青
色
申
告
書
の
写
し
）

⑤
納
税
証
明
書（
令
和
2
年
度
分
）

⑥
合
格
証
明
書
又
は
在
学
証
明
書

　
の
写
し

連
帯
保
証
人
：
2
名（
錦
町
在
住

者
）

問
＝
教
育
振
興
課
　学
校
教
育
係

☎
3
8
ー
4
4
5
0

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談

は
、
確
定
申
告
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
「
0
」
番
へ
！

　熊
本
国
税
局
で
は
、
1
月
14
日

（
木
）
か
ら
3
月
15
日
（
月
）
ま

で
の
間
、
所
得
税
、
消
費
税
及
び

贈
与
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
電

話
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
「
確

定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
し
て

い
た
だ
き
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て
「
0
」
番
を
選
択
し
た

後
、
ご
用
件
を
お
話
く
だ
さ
い
。

相
談
会
場
や
受
付
時
間
な
ど
の
お

問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
専
用
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
。
ま

た
、
お
問
合
せ
の
内
容
に
よ
っ
て

は
電
話
を
転
送
し
、
職
員
等
が
お

答
え
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
か
け
い
た
だ
く
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
、
つ
な
が
り
に
く

い
場
合
や
少
々
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
以
外
の
国
税

に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
は
、

「
熊
本
国
税
局
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
自

動
音
声
案
内
に
よ
り
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
「
1
」
番
を
選
択
し
て

い
た
だ
く
と
、
熊
本
国
税
局
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　
令
和
2
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間

は
、
2
月
16
日（
火
）
か
ら
3
月
15

日（
月
）
ま
で
、
令
和
2
年
1
月
1

日
か
ら
令
和
2
年
12
月
31
日
ま
で

の
課
税
期
間
に
お
け
る
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
期
間

は
、
1
月
4
日
（
月
）
か
ら
3
月
31

日
（
水
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
2
年
分
の
贈
与
税

の
申
告
期
間
は
、
2
月
1
日
（
月
）

か
ら
3
月
15
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
税
務
署
及
び
申
告
相
談
会
場
で

は
、
咳
・
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る

方
や
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、

来
署
（
場
）
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
来
署
（
場
）
さ
れ
る
皆
様

の
健
康
と
安
全
を
考
慮
し
、
職
員

の
手
洗
い
・
う
が
い
や
マ
ス
ク
着
用

な
ど
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。
来
署
（
場
）
さ
れ
る
皆
様

に
つ
い
て
も
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
、
感
染
予
防
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
2
年
分
の
申
告
相

談
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
混
雑
を
回
避
す
る
た

め
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

　
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
、
ご
自
宅
で
作
成

し
、e-T

ax

又
は
印
刷
し
て
郵
送

等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(https://w
w

w
.nta.go.jp/)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

ス
マ
ホ
で
申
告

　国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
（
以
下
「
ス
マ
ホ
等
」
と
い

い
ま
す
。
）
で
も
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
①
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」
と
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方

式
対
応
の
ス
マ
ホ
等
」
を
お
持
ち
の

方
、
②
事
前
に
税
務
署
で
職
員
と

対
面
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
っ
た

後
に
発
行
さ
れ
る
「
I
D
と
パ
ス

ワ
ー
ド
（
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

に
対
応
し
た
も
の
）
」
を
取
得
し
て

い
る
方
は
、
ス
マ
ホ
等
か
らe-Tax

で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、e-Tax

で
申
告
す
れ
ば
、

源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類
を

提
出
す
る
必
要
は
な
く
、
申
告
書

の
控
え
は
P
D
F
形
式
で
ス
マ
ホ

等
に
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(https://w
w

w
.nta.go.jp/)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

被
災
者
向
け
無
料
法
律
相
談
会

　令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
で
被

災
さ
れ
た
方
を
対
象
に
無
料
法
律

相
談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

豪
雨
災
害
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩

み
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

期
日
：
毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
）

※
3
月
23
日
ま
で
の
予
定

時
間
：
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

（
受
付
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

場
所
：
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

問
・
申
＝
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
　

☎
2
2
ー
2
1
1
1

（
内
線
1
2
1
5
・
1
2
1
6
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償
の

「
令
和
3
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
」
の
加
入
受
付
が
3
月
か
ら
開

始
さ
れ
ま
す
。

　
万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備

え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動

を
行
う
4
名
以
上
の
団
体
で
ご
加

入
に
な
れ
ま
す
。

　
加
入
団
体
で
の
活
動
中
お
よ
び

団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故
を

補
償
し
ま
す
。

　
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
保
険
で
す
。

　
掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

が
年
額
8
0
0
円
〜
、
高
校
生
以

上
に
つ
い
て
は
活
動
内
容
に
よ
っ

て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県

支
部

☎
0
9
6
ー
2
1
3
ー
9
0
1
5

ご
存
じ
で
す
か
？
喫
煙
ル
ー
ル

　
健
康
増
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
元
年
7
月
か
ら
病
院
や
行
政

庁
舎
な
ど
で
は
特
定
の
屋
外
喫
煙

場
所
を
除
い
て
敷
地
内
禁
煙
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
2
年
4

月
か
ら
は
、
飲
食
店
や
事
業
所
な

ど
で
も
喫
煙
室
を
除
い
て
屋
内
禁

煙
と
な
っ
て
い
ま
す
（
小
規
模
な

飲
食
店
で
は
喫
煙
で
き
る
店
舗
も

あ
り
ま
す
）
。
屋
外
な
ど
喫
煙
が

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
も
、

人
通
り
が
多
い
場
所
を
避
け
る
な

ど
周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
ま
し
ょ

う
。

問
＝
人
吉
保
健
所

☎
2
2
ー
3
1
0
7

労
使
紛
争
の
解
決
に
是
非

「
あ
っ
せ
ん
制
度
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解

雇
や
労
働
条
件
の
変
更
な
ど
、
労

働
者
と
事
業
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

自
分
た
ち
で
解
決
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
に
、
3
名
の
委
員
が
話

し
合
い
に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
手
続
き
は
簡
単
で
、
無
料

で
す
。
正
社
員
で
あ
る
か
否
か
は

問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
業
主
の

方
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
＝
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
7
5
3

お
う
ち
に
居
な
が
ら
文
化
・

芸
術
を
学
べ
ま
す
！

　
県
内
で
活
躍
す
る
各
ジ
ャ
ン
ル

の
先
生
が
、
レ
ク
チ
ャ
ー
動
画

（
初
級
〜
上
級
コ
ー
ス
）
を
配
信

中
。
こ
の
機
会
に
ご
自
宅
で
習
い

事
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

ジ
ャ
ン
ル
：
バ
レ
エ
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
フ
ラ
メ

ン
コ
、
日
本
画
、
書
道
、
日
本
舞

踊
、
吟
詠
、
剣
詩
舞
、
箏
、
民

謡
、
江
戸
小
唄
、
粘
土
ク
ラ
フ
ト

　
詳
し
く
は
、
ア
ー
ト
ラ
ー
ニ
ン

グ
　
熊
本   

で
検
索
！

問
＝
県
文
化
企
画
・
世
界
遺
産
推

進
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
1
5
4

　働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
表
計
算
の
基
礎
を
学
び
、
実
践

に
役
立
つ
、
働
く
人
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座
で
す
。

日
時
：
3
月
1
日（
月
）
〜
29
日

（
月
）
毎
週
月
曜
・
木
曜 

計
8
回

（
3
月
4
日
休
み
）
18
時
30
分
〜

20
時
30
分

受
講
料
：
8
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

込
み
）

場
所
：
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

H
P http://w

w
w

.hk-noukai-
center.com

/

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
　

☎
2
2
ー
2
4
7
5

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
つ
し
ろ
出
張
相
談
会

　
働
く
こ
と
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
無
料
に
て
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

対
象
：
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
求

職
中
の
方
、
ま
た
は
そ
の
ご
家
族

の
方

費
用
：
無
料

場
所
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨

日
程
：
2
月
12
日（
金
）
26
日

（
金
）
3
月
12
日（
金
）
26
日

（
金
）

時
間
：
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

そ
の
他
：
日
曜
・
月
曜
・
祝
日
は

定
休
日
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
防
止
の
た
め
、
状
況
に
よ
っ

て
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　
中
止
の
場
合
、
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ
に
て
お

電
話
、
ビ
デ
オ
通
話
に
て
ご
相
談

い
た
だ
け
ま
す
。

問
＝
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
つ
し
ろ

☎
0
9
6
5
ー
3
7
ー
8
7
3
9

6w
akasapo.yatushiro@

k
irari-co.info

必
ず
チ
ェッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、労
働
者
も

　
熊
本
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
熊
本
県
地
域
別
最
低
賃
金
】

○
熊
本
県
最
低
賃
金

時
間
額
：
7
9
3
円

【
熊
本
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃

金
】

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　
通
信
機
器
具
製
造
業

時
間
額
：
8
3
6
円

○
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、

　
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

　
関
製
造
業

時
間
額
：
8
8
8
円

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

時
間
額
：
7
9
6
円

※
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に

は
、
適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

☎
0
9
6
ー
3
5
5
ー
3
2
0
2

問
＝
労
働
基
準
監
督
署
　人
吉

☎
2
2
ー
5
1
5
1

簡
易
裁
判
所
で
民
事
ト
ラ
ブ
ル

解
決
　ー
4
つ
の
手
続
き
ー

　
簡
易
裁
判
所
は
、
最
も
ア
ク
セ

ス
し
や
す
く
、
全
国
に
4
3
8
庁

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
少
額
で
軽
微
な
紛
争
を
簡
易
・

迅
速
に
解
決
し
、
手
続
き
案
内

（
法
律
相
談
を
除
く
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
通
常
訴
訟
手
続
】

　
原
則
と
し
て
1
4
0
万
円
ま
で

の
請
求
に
つ
い
て
、
判
決
に
よ
る

終
局
的
な
解
決
を
図
る
手
続
で

す
。

【
少
額
訴
訟
手
続
】

　
60
万
円
ま
で
の
金
銭
の
請
求
に

限
り
、
原
則
と
し
て
1
回
の
審
理

で
終
了
す
る
訴
訟
手
続
で
す
。

【
民
事
調
停
手
続
】

　
調
停
委
員
会
が
、
当
事
者
双
方

の
言
い
分
を
聴
き
、
話
し
合
い
に

よ
る
円
満
な
解
決
を
図
る
手
続
で

す
。

【
支
払
督
促
手
続
】

　
金
銭
等
の
支
払
い
を
求
め
る
請

求
に
つ
い
て
、
裁
判
所
へ
出
頭
す

る
こ
と
な
く
、
書
類
の
審
査
の
み

で
、
迅
速
に
解
決
を
図
る
手
続
で

す
。

※
詳
し
く
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.courts.go.jp/

「
大
学
通
信
教
育
春
期
合
同

入
学
説
明
会
」
開
催

　
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
で

は
、
大
学
通
信
教
育
の
一
層
の
普
及

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
学

通
信
教
育
を
行
っ
て
い
る
大
学
、
大

学
院
、
短
期
大
学
に
よ
る
合
同
入

学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
：
2
月
21
日
（
日
）
11
時

か
ら
16
時
〔
事
前
予
約
制
・
入
場

無
料
〕

場
所
：
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
一
–
四
–
二
）

対
象
：
一
般
お
よ
び
高
校
生

内
容
：
各
大
学
、
大
学
院
、
短
期

大
学
別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
参
加
者
は
希
望
す
る
大
学
の

教
職
員
か
ら
講
義
内
容
・
学
習
方

法
・
受
講
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
直

接
相
談
を
受
け
る
。
参
加
者
に
は

大
学
通
信
教
育
の
概
要
、
学
習
方

法
、
開
設
学
科
一
覧
、
取
得
で
き
る

教
員
免
許
・
資
格
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
小
冊
子
『
大
学
通
信
教

育
ガ
イ
ド
』（
大
学
・
短
大
編
）
・

（
大
学
院
編
）
を
配
布
す
る
。

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
よ
り
、
合
同
入
学

説
明
会
の
開
催
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
最
新
情
報
は
、
当
協
会
の

W
E
B
サ
イ
ト
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
＝
公
益
財
団
法
人
　私
立
大
学

通
信
教
育
協
会

☎
0
3
ー
3
8
1
8
ー
3
8
7
0

c
0
3
ー
5
8
0
3
ー
9
9
3
9

http://w
w
w
.uce.or.jp/

小学生のお子様を持つご家庭は必見
親子プログラミング体験教室を行います

応募・問合せ　企画観光課　☎  3 8 - 4 419

令和3年
2月・3月
開催予定　錦町では、将来のIT人材育成と2020年度の小学校プログラミング教育の導入

を受け、親子プログラミング体験教室を開催します。ゲームプログラミングの
「micro:bit」を使った親子で体験できる授業ですので、低学年生から参加でき
ます。初めての方やご興味のある方、お子様と一緒に参加してみませんか？ 

対 象 者　町内小学校児童とその保護者（1教室 10組限定✖4教室）
場　　所　錦町サテライトオフィス（錦町就業センター２階）
日　　時　2月28日（日）・3月7日（日）
　　　　　10：00～：12：00・13：00〜15：00
　　　　　※全4回のうち1回に参加できます。
応募締切　2月19日（金）　先着順です。（定数になり次第、締切となります。）

授 業 料　無料

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

健康保険課からのおしらせ
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため６つの事業を休止しています。
① 太極拳教室　　　　　（毎週　月曜日）　② お茶処「和み」（毎週　火曜日）
③ あったかサークル心結（毎週　水曜日）　④ 歌声サロン　　（第４　月曜日）
⑤ 元気が出る学校　（毎週　火・金曜日）　⑥ 元気クラブ　　（第４　木曜日）
※再開時にはあいねっと放送にて連絡します。
問合せ　錦町地域包括支援センター（健康保険課内）　☎３８－４０２０
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　こんにちは、地域おこし協力隊員の福岡です。1月に入り、本格的な寒波がやってきました。毎日のよう

に霜が降りたり霧が現れたりしていますね。

　さて、今回は、錦町出身で福岡県にお住いの嶋原正孝さん（86歳）に、戦争体験についてお伺いしたこ

とを紹介させていただきます。

　嶋原正孝さんは、昭和9年（1934年）、一武中島地区に生まれ、両親と4人兄弟の6人家族の中で育ちま

した。

　昭和16年（1941年）、小学校から改組された一武国民学校に入学。当時は1クラス50人の大人数でし

た。入学後間もなく、太平洋戦争が勃発。これまでの空気が一変し、授業では、戦争関係の講話が一気に

増えました。

　3年生になる頃には、体が弱い児童にカルシウム分を摂らせるため、学校内に設けられた給食施設にイナ

ゴを持ち込み、調理して食べさせていました。

　日常の食事では、米はあったものの、白米を食べることは非国民とされたため、「から芋」を食べるこ

とが殆どでした。また、「コウリャン」や「キビ」を食べることもあり、学校では麦飯の「日の丸弁当」を

食べていました。

　進級とともに戦況が悪化し、校庭では「から芋」を栽培。児童は「勤労奉仕」として、学校近くの田畑

で麦踏みや芋畑の草取りなどの農作業に従事。勉強はそれぞれの地区の「公会堂」と呼ばれていた公民館

で行っていて、嶋原さんが住んでおられた中島地区でも、50人ほどの児童が学んでいました。

　昭和20年（1945年）3月18日、木上地区にあった海軍の飛行場へ爆撃が行われました。この様子を公会

堂の窓から眺めていた嶋原さんは、恐怖感はあまり感じなかったそうですが、5月の空襲では自宅の裏山方

向から飛来した5～6機の米軍戦闘機の爆音に恐怖を感じ、一目散に竹藪の中へ避難したそうです。

　その年の8月15日、戦争は終わりましたが、その事実を知ったのは3日後。新聞の記事でした。情報が遅

れたこともあり、終戦の日、中島地区では日本が勝利したと勘違いした「戦勝組」が現れたそうです。

　終戦直後、校庭でアメリカ軍が接収した航空機のエンジンだけを集めて焼却処分する傍らで、アメリ

カ兵が楽しそうにキャッチボールをしていた光景を今でもよく憶えているそうです。戦争の残骸と笑顔

のアメリカ兵という対照的な2つの光景が、子どもたちの学びの場にあることに当時は違和感を覚えませ

んでした。

　嶋原さんは、この戦争について思い出すたび、「平和でならなければいけない」と強く願い、熱く語り

続けます。

　太平洋戦争は、人吉海軍航空基地があった木上地

区だけでなく、一武地区や西地区でも深い関りがあ

ります。私たちが取り組んでいる「聞き取り調査事

業」で、こうした体験をたくさん聞かせていただき、

当時のことを知る方々の記憶と平和への願いを残し

ていきたいと思います。

地域おこし協力隊　活動報告
　　　　　　　　　　　福岡 幸博

普段は人吉海軍航空基地資料館（ひみつ基地ミュージアム☎28-8080）に勤務しています。
戦前・戦時中・戦後の出版物、戦争にまつわる物などありましたら、ご連絡ください。

現在の中島地区周辺の風景

問合せ　　企画観光課　　☎ 3 8－ 4 4 1 9

錦町図書館または移動図書館
車でお借りいただいた本は、
木上コミュニティーセンター・西
コミュニティーセンターに設置し
てあるブックポストへ
の返却も可能です
ので、お気軽に
ご利用ください。

錦町図書館だより

図
書
館
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

新 刊 おすすめの本
           一般書書名        著　者          　　 児童書書名               　　  　　　　著　者

新訳ペスト 
スナフキンのことば 
世界で最も危険な男 
これからの男の子たちへ 
オンライン就活は面接が９割 
スーパーフード！昆虫食最強ナビ 
お医者さんが教える知らないとソンする！
本当にキレイになれる脱毛の話

ダニエル・デフォー
トーベ・ヤンソン
メアリー・トランプ
太田啓子
瀧本博史
ムシモアゼルギリコ

アーヤと魔女 
世界を変えるための50の小さな革命 
幽霊学 
ピラミッドのサバイバル　２ 
ジュニア空想科学読本　１０ 
13歳からの英語が簡単に話せるようになる本
男の子でもできること 

ダイアナ･ウィン･ジョーンズ
ピエルドメニコ・バッカラリオ
ドゥガルド･A・スティール
洪在徹
柳田理科雄
小野田博一
プラン･インターナショナル

一般書 児童書

滅びの前の
シャングリラ
凪良 ゆう  
中央公論新社

消えたレッサー
パンダを追え！
たけたに ちほみ
学研プラス

高校生活を送りながらいじめを受ける男の
子。ヤクザを殺した40歳の男性。
高校生の男の子を持つ母。恋人を殺した女
性。それぞれの話が短いので、一気にシャン
グリラの世界に入り込んでしまいます。
キラキラ輝く表紙も、なにか謎めいた出来事
が起こりそうな作品です。

テレビや図鑑などで、世界中にいる動物たち
を見かけることがありますよね？
そんな動物たちを守る法律（みんなで守る約
束事）があるから、身近に見ることができま
す。生き物を守るため、実は警視庁には「生
きもの係」という所があります。
どんな事件が動物たちを待っているのでしょ
うか…。

錦町図書館　☎３８-３４２０
開 館 時 間　午前10時～午後６時まで
休　館　日　毎月第１水曜日
　　　　　　年末年始　12月29日～1月3日

家族へプレゼントしませんか⁉今年のバレンタイン

「白玉屋新三郎の白玉レシピ」
白玉屋新三郎/著

「つまみ」
飛田和緒/著

「10分スイーツ＆　　　
　　　　100円ラッピング」

まちやまちほ/著白玉はモッチリで美味しいですよね！和
菓子のイメージの白玉粉…実は洋菓子
にも変身します！和から洋まで豊富な
レシピ満載です。

お酒やご飯にもあう“おつまみ”を作っ
て家族みんなで外食気分を楽しむの
もいいですね！

身近な食材で実はおいしいスイーツが
できます。作り方も簡単！家族で作って
贈りあうのもいいですね！

メッセージなどに一工夫！かわいい切り絵や
レースペーパーをプラスして料理やスイーツ
を華やかに！素敵なプレゼントができると
ワクワク！映える写真を撮って、ステイホー
ムのバレンタインを楽しんじゃおう！

2月14日はバレンタイン。恋人のイベントだけでなく海外では家族や友人へ感謝を込めて贈るところも。
なかなか思うように外出できませんが、今年は家族と一緒にバレンタインを楽しんでみませんか？

３月３日（水）は
休館日です。

※毎月第一水曜日は休館日です。
（祝日の場合は翌日が休館になります。）
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錦町図書館または移動図書館
車でお借りいただいた本は、
木上コミュニティーセンター・西
コミュニティーセンターに設置し
てあるブックポストへ
の返却も可能です
ので、お気軽に
ご利用ください。

錦町図書館だより

図
書
館
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

新 刊 おすすめの本
           一般書書名        著　者          　　 児童書書名               　　  　　　　著　者

新訳ペスト 
スナフキンのことば 
世界で最も危険な男 
これからの男の子たちへ 
オンライン就活は面接が９割 
スーパーフード！昆虫食最強ナビ 
お医者さんが教える知らないとソンする！
本当にキレイになれる脱毛の話

ダニエル・デフォー
トーベ・ヤンソン
メアリー・トランプ
太田啓子
瀧本博史
ムシモアゼルギリコ

アーヤと魔女 
世界を変えるための50の小さな革命 
幽霊学 
ピラミッドのサバイバル　２ 
ジュニア空想科学読本　１０ 
13歳からの英語が簡単に話せるようになる本
男の子でもできること 

ダイアナ･ウィン･ジョーンズ
ピエルドメニコ・バッカラリオ
ドゥガルド･A・スティール
洪在徹
柳田理科雄
小野田博一
プラン･インターナショナル

一般書 児童書

滅びの前の
シャングリラ
凪良 ゆう  
中央公論新社

消えたレッサー
パンダを追え！
たけたに ちほみ
学研プラス

高校生活を送りながらいじめを受ける男の
子。ヤクザを殺した40歳の男性。
高校生の男の子を持つ母。恋人を殺した女
性。それぞれの話が短いので、一気にシャン
グリラの世界に入り込んでしまいます。
キラキラ輝く表紙も、なにか謎めいた出来事
が起こりそうな作品です。

テレビや図鑑などで、世界中にいる動物たち
を見かけることがありますよね？
そんな動物たちを守る法律（みんなで守る約
束事）があるから、身近に見ることができま
す。生き物を守るため、実は警視庁には「生
きもの係」という所があります。
どんな事件が動物たちを待っているのでしょ
うか…。

錦町図書館　☎３８-３４２０
開 館 時 間　午前10時～午後６時まで
休　館　日　毎月第１水曜日
　　　　　　年末年始　12月29日～1月3日

家族へプレゼントしませんか⁉今年のバレンタイン

「白玉屋新三郎の白玉レシピ」
白玉屋新三郎/著

「つまみ」
飛田和緒/著

「10分スイーツ＆　　　
　　　　100円ラッピング」

まちやまちほ/著白玉はモッチリで美味しいですよね！和
菓子のイメージの白玉粉…実は洋菓子
にも変身します！和から洋まで豊富な
レシピ満載です。

お酒やご飯にもあう“おつまみ”を作っ
て家族みんなで外食気分を楽しむの
もいいですね！

身近な食材で実はおいしいスイーツが
できます。作り方も簡単！家族で作って
贈りあうのもいいですね！

メッセージなどに一工夫！かわいい切り絵や
レースペーパーをプラスして料理やスイーツ
を華やかに！素敵なプレゼントができると
ワクワク！映える写真を撮って、ステイホー
ムのバレンタインを楽しんじゃおう！

2月14日はバレンタイン。恋人のイベントだけでなく海外では家族や友人へ感謝を込めて贈るところも。
なかなか思うように外出できませんが、今年は家族と一緒にバレンタインを楽しんでみませんか？

３月３日（水）は
休館日です。

※毎月第一水曜日は休館日です。
（祝日の場合は翌日が休館になります。）
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　婚活コーナー

出張年金相談予約制のご案内
【令和3年2月開催予定】

毎週月曜日　　 　　　　　 第 1・3 水曜日             　第 2・4 水曜日

【相談時間】 ９：００～１７：００（錦町総合福祉センター、多良木町役場）
  ９：３０～１７：００（人吉市総合福祉センター）
  ※１２：００～１３：００の時間帯は除く

人吉市総合福祉センター 錦町総合福祉センター    　多良木町役場

1日・8日・15日・22日   　3日・17日　　　 　10日・24日　

ご予約の方法
◎八代年金事務所出張相談予約担当　☎：０９６５－３５－６１２３
　受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時
　※ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号がわかるものをご準備のうえ
　　開催日の３日前までにお電話ください
　出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。

※直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。
　予約なしの場合には、予約者優先のため待ち時間が長くなります。
八代年金事務所 お客様相談室 予約受付電話（０９６５）-３５-６１２３　自動音声後、①→②を押してください。

「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」
「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」
「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」 そんなあなたへそんなあなたへそんなあなたへ

☆錦町外問わず新規会員、随時募集中！☆

◇　会員登録者のメールでのご相談
◇　親御様からのご相談　（1名）
◇　再入会登録者の面談　（1名）
◇　お見合い希望者の面談（2名）
◇　お見合い食事会　　　（1組）

◇　新規会員登録者の面談
◇　お見合い希望者の面談
◇　お見合い（お茶会・食事会）
◇　少人数交流会（お茶会・食事会）
※今後の予定は、中止や変更させていただく
　場合があります。ご了承ください。

◆ 12 月の報告 ◆ ◆ 今後の予定 ◆

◆結婚相談員　専用メールアドレス◆ nishiki-konkatsu＠au.com
◇錦町役場 住民福祉課 住民係　☎ ３８－１１１２ 

◉ご相談や会員登録のお申し込み等、お気軽にお問い合わせください。

「錦町以外の方も
    会員登録出来ます」

◇12月のお見合いは、平日の仕事終了後に食事をし、
　コロナウイルス感染予防対策として、マスク着用で会話を楽しみました。
　その後、お互いの連絡先交換をしました。
※　お見合いをご希望の場合は、事前に相談員との面談が必要となります。

錦町子育て支援センター
からのお知らせ

錦町子育て支援センターは、楽しみながら子育てができるよう
に、親子の交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に
開設しています。どうぞ、お気軽にお越しください。

　☎3 8 -2 0 4 8（錦町保健センター内）

月 火 水 木 金

ももくらぶ

（歩けるようになったら）

はいはいコース

（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース

（生後1ヶ月から）

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、乳幼児のおもちゃや、
　おんぶもっこなどを作ることができる他、保護者間の情報交換の場として楽しく
　利用できます。
※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に電話での連絡をお願い致します。

1 2 3 4 5 

8 9 10 11 12

15 16 17 18 19

22 23 24  25 26
天皇誕生日

広場

広場

広場

広場

広場

建国記念の日 広場

広場

広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　×
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　×

● 2 月の子育て支援センター ● 対 象 内 　 容

1日

5日

15日

身体測定
親子あそび

貸し出し絵本と
読み聞かせの会
身体測定

身体測定
親子あそび

全

ねんね

ねんね

新型コロナウイルスの感染状況により、
予定が変更になることがあります。

手作り布おもちゃのご紹介

子
育
て
サ
ー
ク
ル 活動日の　10：00 ～ 12：00

広
　
場

開設日：月曜日～金曜日　（10：00～16：00）

お母さんの愛情とアイデアが
たっぷり詰まった布絵本。
お家時間も親子で楽しく過ご
せそうですね。
お洗濯できるので安心です。

めくって、つまんで、

くっつけて、

触ったり舐めたり

保健センター・図書館・子育

て支援センターによる

～癒しのマタニティー教室～

　のお知らせ

今月はマタニティー教室の開催月と
なっておりましたが、新型コロナウ
イルスの感染拡大の状況を考慮し、
中止とさせていただきます。
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錦町子育て支援センター
からのお知らせ

錦町子育て支援センターは、楽しみながら子育てができるよう
に、親子の交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に
開設しています。どうぞ、お気軽にお越しください。

　☎3 8 -2 0 4 8（錦町保健センター内）

月 火 水 木 金

ももくらぶ

（歩けるようになったら）

はいはいコース

（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース

（生後1ヶ月から）

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、乳幼児のおもちゃや、
　おんぶもっこなどを作ることができる他、保護者間の情報交換の場として楽しく
　利用できます。
※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に電話での連絡をお願い致します。

1 2 3 4 5 

8 9 10 11 12

15 16 17 18 19

22 23 24  25 26
天皇誕生日

広場

広場

広場

広場

広場

建国記念の日 広場

広場

広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　×
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　×

● 2 月の子育て支援センター ● 対 象 内 　 容

1日

5日

15日

身体測定
親子あそび

貸し出し絵本と
読み聞かせの会
身体測定

身体測定
親子あそび

全

ねんね

ねんね

新型コロナウイルスの感染状況により、
予定が変更になることがあります。

手作り布おもちゃのご紹介

子
育
て
サ
ー
ク
ル 活動日の　10：00 ～ 12：00

広
　
場

開設日：月曜日～金曜日　（10：00～16：00）

お母さんの愛情とアイデアが
たっぷり詰まった布絵本。
お家時間も親子で楽しく過ご
せそうですね。
お洗濯できるので安心です。

めくって、つまんで、

くっつけて、

触ったり舐めたり

保健センター・図書館・子育

て支援センターによる

～癒しのマタニティー教室～

　のお知らせ

今月はマタニティー教室の開催月と
なっておりましたが、新型コロナウ
イルスの感染拡大の状況を考慮し、
中止とさせていただきます。
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（熊本市子ども発達支援センター「おうちであそぼ」一部抜粋）

　どんな時も子どもの発達に「遊び」は欠かせないものです。特に脳が発達する乳幼児期は「遊び」を通し
て多くのことを学びます。特別で高価なおもちゃがなくても大丈夫です！工夫次第で子どもは楽しく遊ぶこ
とができます。日常生活の中に遊びのヒントがたくさんありますので、周りの大人が遊べる環境を整えてあ
げましょう。

こんにちは
保健師です

問合せ　錦町保健センター　☎38 -2 0 4 8

子どもの遊び
～自粛生活での工夫～

保健師　岩﨑　穂奈美

親子で新聞を使って
思いっきり発散しましょう。

風船遊びを通して
動くモノを目で追う力が
ついていきます。

料理は手先の動きを育て、
力の調節が上手になります。

特別なことをしなくても、
親子で一緒に遊ぶだけで子どもに
とっては何より楽しいものです。

錦町内高齢者への福祉サ－ビスについて

相談（利用）窓口

つばめタクシー
人吉タクシー
錦中央タクシー

錦中央タクシー

社会福祉協議会

社会福祉協議会
　健康保険課

健康保険課

申請先：健康保険課
自家用車を所有しておらず、町民税
非課税世帯の高齢者。町税等の滞納
がない方

高齢者タクシー
助成事業

一枚500円の助成券を1年間で
24枚交付

町民の方はどなたでも利用可能。
錦中央タクシ－へ直接ご予約ください
３８－１０７０　　　　　
片道200円（80歳以上は150円）

錦町乗合タクシー
事業

緊急通報装置
貸与

独居で緊急性を要する心臓疾患等が
ある高齢者。所得に応じた負担あり

在宅で要介護４・５の方を介護して
いる家族（非課税世帯）１件当たり
年間９万円の助成

認知症・知的障がい・精神障がい等に
より判断能力が低下されている方で
金銭管理等に不安がある方

介護保険非該当者または要支援・
要介護１の認定を受けられた方

町内の65歳以上の方

認知症状がある町内の65歳以上の方

町内の65歳以上の方

介護をしている方、またはしていた方
その他介護に関心のある方

家族介護用品支給
事業

ＳＯＳ
キーホルダー

錦町高齢者見守り
ネットワーク

地域福祉権利擁護
事業

車いす貸与

傾聴
ボランティア和み

家族介護者の集い

自宅から役場を含む町内９カ所
の停留所までの交通手段を確保
するための乗合タクシー事業

ボタン一つで緊急通報センター
へつながり、適切な対応が受け
られる。体調確認、相談サービ
スあり

おむつや尿取りパットの購入に
際しておむつ券を支給

外出先で倒れたり、認知症等で
保護された場合に登録者の状況
が確認できる

徘徊の恐れのある方の情報を事
前に警察署に提供しておくこと
で、万一の際、早急に対応する
ことができる

ボランティアが自宅訪問し、
お話し相手を行う支援活動。
回数や時間は要相談

介護者家族を対象として交流や
情報交換の場を提供。
第3火曜日　13：30～15：00
場所：ゆうゆう館

金銭管理や役所等から送られた
書類の手続き等を支援する

歩行困難で受診や外出ができず
お困りの方

サービス名 内　　容 要　　件

地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー 便 り

錦町
問合せ

錦町地域包括支援センター　☎38－4020
ご相談ください

　錦町では高齢者ご本人やお世話をするご家族様への福祉サ－ビスの充実に取り組んでいます。
下記の表にある福祉サ－ビスを利用しながら、不安のない生活や、高齢者のお世話にお役立てください。　
（注意：ご利用には要件がありますので、事前にご相談ください）
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錦町内高齢者への福祉サ－ビスについて

相談（利用）窓口

つばめタクシー
人吉タクシー
錦中央タクシー

錦中央タクシー

社会福祉協議会

社会福祉協議会
　健康保険課

健康保険課

申請先：健康保険課
自家用車を所有しておらず、町民税
非課税世帯の高齢者。町税等の滞納
がない方

高齢者タクシー
助成事業

一枚500円の助成券を1年間で
24枚交付

町民の方はどなたでも利用可能。
錦中央タクシ－へ直接ご予約ください
３８－１０７０　　　　　
片道200円（80歳以上は150円）

錦町乗合タクシー
事業

緊急通報装置
貸与

独居で緊急性を要する心臓疾患等が
ある高齢者。所得に応じた負担あり

在宅で要介護４・５の方を介護して
いる家族（非課税世帯）１件当たり
年間９万円の助成

認知症・知的障がい・精神障がい等に
より判断能力が低下されている方で
金銭管理等に不安がある方

介護保険非該当者または要支援・
要介護１の認定を受けられた方

町内の65歳以上の方

認知症状がある町内の65歳以上の方

町内の65歳以上の方

介護をしている方、またはしていた方
その他介護に関心のある方

家族介護用品支給
事業

ＳＯＳ
キーホルダー

錦町高齢者見守り
ネットワーク

地域福祉権利擁護
事業

車いす貸与

傾聴
ボランティア和み

家族介護者の集い

自宅から役場を含む町内９カ所
の停留所までの交通手段を確保
するための乗合タクシー事業

ボタン一つで緊急通報センター
へつながり、適切な対応が受け
られる。体調確認、相談サービ
スあり

おむつや尿取りパットの購入に
際しておむつ券を支給

外出先で倒れたり、認知症等で
保護された場合に登録者の状況
が確認できる

徘徊の恐れのある方の情報を事
前に警察署に提供しておくこと
で、万一の際、早急に対応する
ことができる

ボランティアが自宅訪問し、
お話し相手を行う支援活動。
回数や時間は要相談

介護者家族を対象として交流や
情報交換の場を提供。
第3火曜日　13：30～15：00
場所：ゆうゆう館

金銭管理や役所等から送られた
書類の手続き等を支援する

歩行困難で受診や外出ができず
お困りの方

サービス名 内　　容 要　　件

地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー 便 り

錦町
問合せ

錦町地域包括支援センター　☎38－4020
ご相談ください

　錦町では高齢者ご本人やお世話をするご家族様への福祉サ－ビスの充実に取り組んでいます。
下記の表にある福祉サ－ビスを利用しながら、不安のない生活や、高齢者のお世話にお役立てください。　
（注意：ご利用には要件がありますので、事前にご相談ください）

21 広報錦  2021 年 2 月号



■人の動き

T
・
晴
美

獅
子
舞
の
お
じ
さ
ん
マ
ス
ク
し
て
な
い
よ

噛
ま
れ
た
吾
子
が
そ
っ
と
さ
さ
や
く

こ
れ
な
あ
に
賀
状
を
描
き
し
子
に
問
へ
ば

牛
が
牛
乳
も
ら
し
て
る
の
と

水
害
の
汚
泥
今
な
お
被
り
た
る

夫
の
通
ひ
し
焼
き
鳥
屋
の
椅
子

T
・
晴
美

冬
田
道
ラ
ン
ド
セ
ル
の
列
ゆ
っ
く
り
と

屠
蘇
囲
み
代
わ
る
代
わ
る
に
注
ぐ
幼

コ
ロ
ナ
禍
に
屠
蘇
の
代
わ
り
に
み
か
ん
貰
う

か
く
れ
ん
ぼ
の
相
手
を
し
つ
つ
年
用
意

冬
の
田
に
落
と
し
た
お
も
ち
ゃ
冷
と
う
て

坂
本
　
敦
子

初
日
の
出
　
光
り
輝
く
　
薬
師
様

丑
年
に
　
家
族
総
出
の
　
初
詣
り

初
詣
り
　
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
に
　
勝
り
祈
り

初
詣
り
　
水
災
の
跡
　
心
痛
む

新
年
に
　
国
旗
門
松
　
ち
ら
ほ
ら
と

初
詣
り
　
こ
こ
日
本
か
な
　
和
装
な
し

孫
ひ
孫
　
ス
マ
ホ
に
届
く
　
笑
顔

孫
ひ
孫
　
宝
の
年
金
　
飛
ん
で
い
く

成
人
式
　
娘
の
振
袖
　
孫
装
う坂

本
　
敦
子

こ
た
あ
な
か 

人
と
物
の
名 

出
て
こ
な
い

こ
た
あ
な
か 

血
圧
上
が
っ
て
も 

少
し
飲
む

星
子
　
柊
羽
　
　（
武
信
・
結
衣
）

　
　
　  

　
西
下
井
手
ノ
口

内
布
　
陽
葵
　
　（
海
・
瑠
菜
）

　
　
　  

　
西
内
門

藤
井
　
李
心
　
　（
祥
平
・
彩
香
）

　
　
　  

　
西
大
王
三
条

平
川
　
結
士
　
　（
雄
也
・
夕
紀
子
）

　
　
　  

　
西
大
王
三
条

宮
﨑
　
岳
　
　
　（
孝
宗
・
紗
菜
）

　
　
　  

　
一
武
下
本
別
府

堀
川
　
妃
奈
　
　（
健
太
・
奈
津
美
）

　
　
　  

　
木
上
由
留
木

井
手
　
大
輔
　（
西
下
井
手
ノ
口
）

黒
木
　
香
織
　（
西
下
大
鶴
）

永
田
　
純
也
　（
西
鍋
山
）

松
岡
　
香
奈
　（
宮
崎
県
）

山
本
　
ミ
ツ
子（
89
歳
）　
西
上
黒
辺
田
野

愛
甲
　
榮
　
　（
88
歳
）　
一
武
下
平
岩

久
保
田
　
啓
嗣（
83
歳
）　
木
上
野
間

上
野
　
德
巳
　（
83
歳
）　
西
下
須

平
川
　
英
樹
　（
54
歳
）　
一
武
上
福
島

濵
﨑
　
和
代
　（
83
歳
）　
西
大
王
三
条

有
本
　
袈
夫
　（
92
歳
）　
西
久
保
宇
野

中
濵
　
ヨ
シ
子（
92
歳
）　
一
武
上
本
別
府

木
下
　
ス
ミ
エ（

101
歳
）　
木
上
新
立

豊
永
　
昭
　
　（
90
歳
）　
一
武
山
仁
田

☆
次
回
（
3
月
号
）
の
笠

◆
待
ち
な
ん
か
（
待
ち
遠
し
い
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　締
切
日

　2
月
8
日
（
月
）

り
　こ

し
ゅ
う

ひ
な
た

ゆ
う
と

ひ
　
な

が
く

12月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　３，929（+5）　　 　○総人口　１０，549（+5）　  　○男　5,022（+3）　  　○女　５，527（+2）

は
つ
ま
い

は
つ
ま
い

は
つ
ま
い

は
つ
ま
い つ

お
さ
な

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
2
0
2
1
年
は
穏
や
か
に
過
ご
せ

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
個
人
的
に
は
成
人
式

が
行
わ
れ
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
で
す
。
理
由
は
、
私
も
自
分
の
成
人

式
は
そ
の
年
一
番
の
イ
ベ
ン
ト
で
と
て

も
楽
し
か
っ
た
思
い
出
で
あ
る
こ
と

と
、
親
の
立
場
に
な
っ
た
今
、
子
供
の

成
人
式
は
大
き
な
楽
し
み
だ
か
ら
で

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
予
防
を

し
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
こ
と
は
続
く

で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

を
全
て
奪
っ
て
し
ま
う
の
は
悲
し
す
ぎ

ま
す
。
大
人
で
も
楽
し
み
が
な
い
と
何

事
も
頑
張
れ
ま
せ
ん
。
飲
み
会
と
か
で

す
ね
（
泣
）
少
し
ず
つ
感
染
予
防
対
策

を
し
な
が
ら
私
が
当
た
り
前
と
し
て
き

た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
も
体
験
出
来
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
、
水

害
も
重
な
り
ス
ト
レ
ス
が
多
い
年
で
し

た
。
私
の
ス
ト
レ
ス
発
散
は
ビ
ー
ル
を

飲
む
こ
と
で
す
。
そ
れ
し
か
な
か
っ
た

（
恥
）
の
で
す
が
昨
年
は
も
う
1
つ
見

つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
息
子
を
抱
き

し
め
る
こ
と
で
す
。
旦
那
じ
ゃ
ダ
メ

（
笑
）
。
2
人
の
息
子
は
10
歳
と
8
歳

で
普
段
は
近
付
い
て
も
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
休
校
な
ど
で
一
緒
に
い
る
時
間

が
増
え
久
し
ぶ
り
に
抱
っ
こ
し
た
息
子

に
と
て
も
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。
悔
し
い

で
す
が
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
気
付
い
た

ス
ト
レ
ス
発
散
方
法
で
す
。
そ
れ
か
ら

毎
日
1
回
1
分
以
上
は
抱
き
し
め
て
ス

ト
レ
ス
を
軽
く
し
て
い
ま
す
。
結
構
逃

げ
ら
れ
ま
す
が
（
涙
）
。
そ
し
て
そ
う

す
る
と
不
思
議
と
い
つ
も
素
直
で
は
な

い
息
子
た
ち
も
言
う
こ
と
を
き
い
て
く

れ
て
一
石
二
鳥
で
す
（
笑
）
。
以
上
、

思
い
つ
く
ま
ま
に
書
い
て
み
ま
し
た
。

　
今
年
は
基
礎
疾
患
の
定
期
受
診
、
基

礎
疾
患
を
見
つ
け
る
た
め
の
健
康
診
断

を
受
け
て
感
染
予
防
に
加
え
重
症
予
防

も
し
た
い
で
す
ね
。
水
害
か
ら
の
復
興

も
ま
だ
ま
だ
。
被
災
さ
れ
た
方
が
出
来

る
だ
け
早
く
普
段
の
生
活
を
送
れ
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
次
回
は
、
髙
田

紗
貴
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
♡

◆
次
回
は
一
武
中
忠
ヶ
原
◆

◆
髙
田
紗
貴
さ
ん
で
す
◆

　

短

　歌

に
し
き
狂
句

俳

　句

錦
み
ん
な
の
歌
会

ご
結
婚

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
12
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
って
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
11
月
号
か
ら
裏
表
紙
で
各
小
中
学
校
の

「
人
権
標
語
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
周
囲

へ
の
思
い
や
り
、
い
た
わ
り
の
心
は
一
朝

一
夕
で
は
育
た
な
い
も
の
な
の
で
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
気
付
か
な
い
う
ち
に
誰
か
を
傷
つ
け
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ど
ん
な
に
意
識
し
て
い
て
も
、
自

分
の
こ
と
で
精
一
杯
で
余
裕
が
な
い
時
は

特
に
、
感
謝
や
謝
罪
の
言
葉
も
出
ま
せ
ん

し
、
真
逆
の
言
動
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

さ
え
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
含
め
、
日
々
反
省

し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
人
間
的
に
成
長
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
、
子
ど
も
た
ち

の
標
語
で
気
付
か
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
家
族
で
考
え
る
人
権
標
語
」
の
掲
載

は
、
今
回
は
今
月
ま
で
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
の
や
さ
し
い
気
持
ち
で
、
冬
の
寒
さ

も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

蓑
田
和
也

毎日6時50分に出発
3km歩いて小学校へいっています

冬は真っ暗です

休校中、家で勉強させる
のは大変でした

3年前に看護師の免許をとりました
看護学校の卒業式

ご
誕
生

思いつくまま
永峰　里紗さん
（一武上本別府）

355

編
集
後
記
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会
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ず
つ
感
染
予
防
対
策

を
し
な
が
ら
私
が
当
た
り
前
と
し
て
き

た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
も
体
験
出
来
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
、
水

害
も
重
な
り
ス
ト
レ
ス
が
多
い
年
で
し

た
。
私
の
ス
ト
レ
ス
発
散
は
ビ
ー
ル
を

飲
む
こ
と
で
す
。
そ
れ
し
か
な
か
っ
た

（
恥
）
の
で
す
が
昨
年
は
も
う
1
つ
見

つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
息
子
を
抱
き

し
め
る
こ
と
で
す
。
旦
那
じ
ゃ
ダ
メ

（
笑
）
。
2
人
の
息
子
は
10
歳
と
8
歳

で
普
段
は
近
付
い
て
も
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
休
校
な
ど
で
一
緒
に
い
る
時
間

が
増
え
久
し
ぶ
り
に
抱
っ
こ
し
た
息
子

に
と
て
も
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。
悔
し
い

で
す
が
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
気
付
い
た

ス
ト
レ
ス
発
散
方
法
で
す
。
そ
れ
か
ら

毎
日
1
回
1
分
以
上
は
抱
き
し
め
て
ス

ト
レ
ス
を
軽
く
し
て
い
ま
す
。
結
構
逃

げ
ら
れ
ま
す
が
（
涙
）
。
そ
し
て
そ
う

す
る
と
不
思
議
と
い
つ
も
素
直
で
は
な

い
息
子
た
ち
も
言
う
こ
と
を
き
い
て
く

れ
て
一
石
二
鳥
で
す
（
笑
）
。
以
上
、

思
い
つ
く
ま
ま
に
書
い
て
み
ま
し
た
。

　
今
年
は
基
礎
疾
患
の
定
期
受
診
、
基

礎
疾
患
を
見
つ
け
る
た
め
の
健
康
診
断

を
受
け
て
感
染
予
防
に
加
え
重
症
予
防

も
し
た
い
で
す
ね
。
水
害
か
ら
の
復
興

も
ま
だ
ま
だ
。
被
災
さ
れ
た
方
が
出
来

る
だ
け
早
く
普
段
の
生
活
を
送
れ
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
次
回
は
、
髙
田

紗
貴
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
♡

◆
次
回
は
一
武
中
忠
ヶ
原
◆

◆
髙
田
紗
貴
さ
ん
で
す
◆

　

短

　歌

に
し
き
狂
句

俳

　句

錦
み
ん
な
の
歌
会

ご
結
婚

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
12
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
って
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
11
月
号
か
ら
裏
表
紙
で
各
小
中
学
校
の

「
人
権
標
語
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
周
囲

へ
の
思
い
や
り
、
い
た
わ
り
の
心
は
一
朝

一
夕
で
は
育
た
な
い
も
の
な
の
で
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
気
付
か
な
い
う
ち
に
誰
か
を
傷
つ
け
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ど
ん
な
に
意
識
し
て
い
て
も
、
自

分
の
こ
と
で
精
一
杯
で
余
裕
が
な
い
時
は

特
に
、
感
謝
や
謝
罪
の
言
葉
も
出
ま
せ
ん

し
、
真
逆
の
言
動
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

さ
え
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
含
め
、
日
々
反
省

し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
人
間
的
に
成
長
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
、
子
ど
も
た
ち

の
標
語
で
気
付
か
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
家
族
で
考
え
る
人
権
標
語
」
の
掲
載

は
、
今
回
は
今
月
ま
で
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
の
や
さ
し
い
気
持
ち
で
、
冬
の
寒
さ

も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

蓑
田
和
也

毎日6時50分に出発
3km歩いて小学校へいっています

冬は真っ暗です

休校中、家で勉強させる
のは大変でした

3年前に看護師の免許をとりました
看護学校の卒業式

ご
誕
生

思いつくまま
永峰　里紗さん
（一武上本別府）

355

編
集
後
記
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お問い合わせ　教育振興課　☎38-4450

錦中学校２年

錦中学校３年

＊２０１９年度の学年

＊２０１９年度の学年

錦中学校１年 ＊２０１９年度の学年

恒松　花歩　　「褒め言葉 必ずあるよあなたにも」
木下　優花　　「違う個性 認めてつながる心の輪」
溝辺　琥春　　「探してた その温かい手をありがとう」

つねまつ      か  ほ

きのした     ゆう か

 みぞ べ        こ はる

西小学校 ＊２０１９年度の学年

＊１２月、１月号で掲載しました西小学校３年～６年について、児童名と作品名が異なっておりましたので、
　改めて掲載させていただきます。誠に申し訳ございませんでした。

３年 犬童　暁仁　「いじめはね わるいことだよ やめようよ」
４年 東　　美空　「私も君も持っている命 それはすべて平等だ」
４年 和泉　千尋　「声かけは 大きな一歩 大事だよ」
５年 豊永　優吾　「つくりたい おもいやりのあるじだい」
５年 山本　昊生　「その言葉 言葉にする前 考えよう」
６年 宮田　幸来　「気づいてる 見過ごすあなたも いじめる子」
６年 黒木　夢菜　「失って 気づく 大切さ」

いんどう　　あきひと

ひがし　       み そら

 いずみ　     ち ひろ

とよなが　   ゆう ご

やまもと　   こうせい

みや た　　　さ  ら

くろ ぎ　　　ゆ  め

藤川　拓見　　「見て見ぬふり 自分もイジメの共犯者」
川原　美桜　　「右から見たら苦手な子 左から見たら
　　　　　　　　その人の良いとこ たくさん見えてきた」

又江原　瑠夏　「込み上げた涙と思い あなたの笑顔が救う鍵」
北坂　拓也　　「助け愛　認め合うのがワンチーム」
恒松　こころ　「大丈夫　ひとりじゃないよと声かけて 
　　　　　　　　そのひとことが明日への未来に」

ふじかわ     たく み

かわはら      み  お

また  えばら       る  な

きたさか     たく や

つねまつ

勘米良　和良　「大丈夫 私が絶対そばにいる」
平川　煌畝　　「認めあい 笑顔がステキな錦町」
間島　一葉　　「認め合い 手を取り合って支え合う」
土肥　千咲貴　「思いやり 助け合う気持ちでＯＮＥ ＴＥＡＭ」

かん  め   ら　     あ い ら

ひらかわ      こう せ

 ま しま      いち は

 ど   い         ち   さ   き
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人権尊重のまちづくり
　錦町人権教育推進協議会では、児童生徒と保護者が一緒に人権について話し考えるきっか
けづくりとして、毎年12月の人権週間にあわせて人権標語を募集しています。
今月は中学生の令和元年度錦町「家族で考える人権標語」優秀賞を紹介します。
人権意識の高揚を図り、人権教育について理解と人権問題に対する認識を深めましょう！


